
雪
賓
頒
古
百
則
の
研
究
〆，．、、

一
、、句＿，.

は
じ
め
に

『
雪
量
頒
古
百
則
』
の
著
者
雪
貰
重
顕
（
九
八0
1

一
O
五
二
）
は
、
遂
寧

（
四
川
省
）
の
人
で
、
俗
姓
を
李
、
字
は
隠
之
と
い
っ
た
。
儒
者
の
家
に
生
ま
れ
、

幼
年
よ
り
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
が
選
官
よ
り
も
選
仏
の
道
を
選
ん
で
南
遊
し
、

雲
門
宗
の
智
門
光
酢
に
謁
し
て
そ
の
法
を
嗣
い
だ
。
五
年
間
、
雲
門
宗
の
祖
文

僅
に
学
ん
で
、
宗
旨
の
玄
奥
を
究
め
た
。
雪
賓
山
に
入
り
、
資
聖
寺
に
住
し
て

大
い
に
宗
風
を
興
隆
に
導
き
、
雲
門
宗
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
た
。
住
山
一
二
O
余

年
、
七
O
余
人
の
門
弟
を
養
成
し
た
。
世
寿
七
三
。
法
臓
五

O
。
誼
号
は
「
明

覚
大
師
」
と
い
う
。
雪
賓
の
語
録
に
『
雪
賓
明
覚
禅
師
語
録
』
が
あ
る
。
そ
の

中
で
、
『
景
徳
伝
燈
録
』
『
越
州
録
』
『
雲
門
広
録
』
等
に
収
録
さ
れ
た
禅
僧
の

行
実
に
、
傷
頒
を
付
し
た
の
が
『
雪
聾
頒
古
』
で
あ
る
。
後
に
臨
済
宗
の
園
悟

克
勤
が
垂
示
・
評
唱
・
著
語
を
付
し
て
公
案
集
と
な
し
た
書
が
『
碧
巌
録
』
で

佐

藤

編

伯
ん

成

あ
る
。
小
論
は
、
『
宏
智
頒
古
百
則
』
の
考
察
に
続
く
も
の
で
、
曹
洞
禅
と
臨

済
禅
で
用
い
ら
れ
た
公
案
集
を
対
比
さ
せ
、
そ
の
特
質
を
考
究
す
る
こ
と
に
目

的
が
あ
る
。

研
究
会
は
、
佐
藤
清
道
、
伊
藤
秀
真
、
大
橋
崇
弘
、
杉
原
修
一
、
富
川
拓
哉

の
各
氏
が
中
心
と
な
り
、
関
美
奈
子
氏
、
西
川
慈
恩
氏
の
参
加
も
得
た
。
継
続

し
て
百
則
ま
で
考
察
を
進
め
て
ゆ
く
。

第
一
則

達
磨
廓
然

【
本
則
】

翠
。
梁
武
帝
間
違
磨
大
師
。
如
何
是
聖
諦
第
一
義
。
磨
云
。
廓
然
無
聖
。

帝
云
。
封
朕
者
誰
。
磨
云
。
不
識
。
帝
不
契
。
達
磨
遂
渡
江
至
親
。
帝
後

翠
問
志
公
。
志
公
云
。
階
下
還
識
此
人
否
。
帝
云
。
不
識
。
志
公
云
。
此

是
観
音
大
士
。
傍
悌
心
印
。
帝
悔
。
遂
遺
使
去
請
。
志
公
云
。
莫
道
階
下
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護
使
去
取
。
闇
園
人
去
。
他
亦
不
回
。

［
訓
読
］
挙
す
。
梁
の
武
帝
達
磨
大
師
に
問
う
。
如
何
な
る
か
是
聖
諦
第

人間文化

義
。
磨
云
く
、
廓
然
無
聖
。
帝
云
く
、
朕
に
対
す
る
者
は
誰
ぞ
。
磨
云
く
、

不
識
。
帝
契
わ
ず
。
達
磨
遂
に
江
を
渡
り
魂
に
至
る
。
帝
後
に
挙
し
て

志
公
に
問
う
。
志
公
云
く
、
陛
下

還
た
こ
の
人
を
識
る
や
否
や
。
帝
云

く
、
不
識
。
志
公
云
く
こ
れ
は
こ
れ
観
音
大
土
仏
心
印
を
伝
う
。
帝

悔
い
て
、
遂
に
使
を
遣
わ
し

去
き
て
請
わ
ん
と
す
。
志
公
云
く
、
道
う

こ
と
莫
れ

陛
下

使
を
発
し
去
っ
て
取
ら
し
め
ん
と
。
闇
国
の
人
去
く

と
も
他
亦
回
ら
ず
。

［
和
訳
］
諸
君
、よ
く
聞
き
な
さ
い
。
梁
の
武
帝
が
達
磨
大
師
に
聞
き
ま
し
た
。

「
仏
法
の
一
番
大
事
な
教
え
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
」
と
。
達
磨

は
「
心
に
あ
ら
ゆ
る
分
別
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
で
す
」
と
言
い
ま
し
た
。

武
帝
は
「
あ
ら
ゆ
る
分
別
が
な
く
な
る
と
い
う
な
ら
、
今
こ
こ
に
い
る
私

と
あ
な
た
の
存
在
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
で
す
か
」
と
聞
き
ま
し
た
。

「
柄
に
そ
の
よ
う
な
分
別
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
達
磨
は
答
え
ま
し
た
。
と

う
と
う
武
帝
は
達
磨
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

達
磨
は
長
江
を
渡
り
規
の
国
に
向
か
い
ま
し
た
。

達
磨
が
去
っ
た
後
、
武
帝
は
こ
の
こ
と
を
志
公
に
話
し
ま
し
た
。
志
公
は

「
陛
下
は
そ
の
人
物
を
御
存
じ
で
す
か
」
と
聞
き
ま
す
。
武
帝
は
「
知
ら

な
い
」
と
答
え
ま
す
。
志
公
は
「
あ
の
お
方
は
観
音
菩
薩
で
あ
り
、
仏
法

を
伝
え
る
人
で
す
」
と
教
え
ま
し
た
。
武
帝
は
悔
や
み
、
使
者
を
送
っ
て
2 

達
磨
に
再
び
来
て
も
ら
う
よ
う
に
頼
も
う
と
し
ま
し
た
。
す
る
と
志
公
は

「
陛
下
そ
れ
を
言
つ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
使
者
を
送
っ
て
も
、
土
4
m

た
国
中
の
人
が
頼
ん
で
も

」
こ
へ
戻
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
」
と
答

え
る
の
で
し
た
。

［
釈
意
］
達
磨
と
梁
の
武
帝
と
の
問
答
で
あ
る
。
『
宏
智
煩
古
』
の
第
二
則
に
も

「
達
磨
廓
然
」の
問
答
は
あ
り
、
本
則
の
内
容
は
後
半
を
除
い
て
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。

梁
の
武
帝
は
達
磨
に
対
し
て
仏
法
が
何
た
る
か
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
。

し
か
し
達
磨
の
答
え
は
「
廓
然
無
聖
」
と
「
不
識
」であ
っ
た
。
武
帝
か

ら
仏
法
の
最
も
大
事
な
教
え
と
は
何
か
と
聞
か
れ
た
達
磨
は
、
心
の
中
の

あ
ら
ゆ
る
分
別
を
な
く
す
こ
と
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
心
を
空
に
し
て
、

尊
卑
・
善
悪
な
ど
の
分
別
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
こ
そ
、
仏
法
の
最
奥
で
あ

り
、
悟
り
の
境
地
に
至
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
対
す
る
執
着
や
分
別
が

な
く
な
る
こ
と
を
示
し
た
。
達
磨
の
二
百
で
武
帝
は
気
付
い
て
も
い
い
の

で
あ
る
が
、
皇
帝
と
し
て
の
自
己
、
仏
法
の
外
護
者
と
し
て
の
執
着
に
留

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
達
磨
が
去
っ
た
後
、
武
帝
は
志
公
を
呼
ん
で
こ
の
こ

と
を
話
し
た
。
こ
こ
か
ら
武
帝
と
志
公
の
問
答
と
な
り
、
『
宏
智
頒
古
』

で
は
省
か
れ
て
い
る
。
志
公
の
質
問
に
対
し
て
武
帝
は
「
不
識
」
と
答
え

て
い
る
。
こ
の
時
点
で
の
武
帝
は
、
達
磨
の
問
答
か
ら
学
ん
で
、
執
着
や
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分
別
が
生
じ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
が
、
志
公
の
「
観
音
大
土
」
と
の

こ
と
ば
に
分
別
を
起
こ
し
て
し
ま
う
。
武
帝
は
達
磨
に
再
び
合
お
う
す
る

が
、
志
公
は
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
そ
う
と
す
る
武
帝
を
押
し
と
ど
め
る
の

で
あ
る
。

な
お

」
の
問
答
が
『
宏
智
煩
古
』
に
は
記
載
さ
れ
な
い
の
は
、
当
時
、

禅
僧
は
公
案
の
解
釈
に
よ
っ
て
自
己
の
境
地
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た

」
と
か
ら
、
雪
聾
は
「
達
磨
の
不
識
」
と
「
武
帝
の
不
識
」
を
対
比
さ
せ

学
人
の
理
解
を
進
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
大
慧
が
『
碧

巌
録
』
を
危
ぶ
ん
だ
の
は

公
案
理
解
の
方
向
性
を
示
さ
れ
る
こ
と
で

学
人
が
教
条
的
に
捉
え
、
疑
似
体
験
に
満
足
し
て
本
来
の
悟
道
に
至
れ
な

い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

【
頒
】頒

云
。
聖
諦
廓
然
。
何
富
排
的
。
封
朕
者
誰
。
還
云
不
識
。
因
葱
倍
渡
江
。

豊
免
生
荊
棟
。
闇
園
人
追
不
再
来
。
千
古
高
古
空
相
憶
。
休
相
憶
。
清
風

匝
地
有
何
極
。
師
顧
視
左
右
云
。
這
裏
還
有
祖
祖
師
腰
。
自
云
有
。
喚
来

輿
老
僧
洗
脚
。

［
訓
読
］
頒
に
云
く
。
問
主
諦
廓
然
。
何
ぞ
当
に
的
を
弁
ず
べ
き
。
朕
に
対
す
る

者
は
誰
ぞ
。
還
た
云
く
不
識
と
。
こ
れ
に
因
っ
て
暗
に
江
を
渡
る
。
宣
に

荊
椋
を
生
ず
る
こ
と
を
免
れ
ん
や
。
闇
国
の
人
が
追
う
も
再
来
せ
ず
。
千

古
万
古
空
し
く
相
憶
う
。
相
憶
う
こ
と
を
休
め
よ
。
清
風
匝
地
何
の
極

ま
り
か
有
ら
ん
。
師

左
右
を
顧
視
し
て
云
く
、
這
裏
に
還
っ
て
祖
師
有

り
や
。
自
ら
云
く
。
喚
び
来
た
り
て
老
僧
の
た
め
に
洗
脚
せ
し
め
ん
と
。

［
和
訳
］
雪
費
顕
和
尚
が
頒
に
い
い
ま
し
た
。
全
て
を
廓
然
無
聖
で
言
い
表
し

て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
的
を
得
た
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
武
帝
が

言
っ
た
「
私
と
達
磨
は

一
体
何
で
す
か
」
と
聞
か
れ
れ
ば
、
「
知
り
ま
せ
ん
」

と
答
え
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

一
件
に
よ
っ
て
達
磨
は
江
を
渡
っ
て

規
に
去
り
ま
し
た
が
、
国
中
の
人
々
が
追
い
か
け
た
と
し
て
も
、
達
磨
は

戻
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
年
思
い
続
け
て
も
戻
っ
て
は
き
ま
せ
ん
。

達
磨
に
対
す
る
思
い
は
捨
て
な
さ
い
。
清
ら
か
な
風
が
大
地
を
吹
き
渡
り
、

止
ま
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
師
は
あ
た
り
を
見
渡
し
て
言
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
祖
師
が
い
る
で
し
ょ
う
か
。
自
ら
い
い
ま
す
。
「
祖
師
が
い
る

な
ら
こ
こ
に
喚
ん
で
き
て
老
僧
の
脚
を
洗
わ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
。

［
釈
意
］
最
初
に
あ
る
「
聖
諦
廓
然
」で
全
て
を
表
し
て
い
る
。
本
則
で
み
せ

た
武
帝
の
聞
い
は
、
達
磨
の
言
っ
た
「
廓
然
無
聖
」
で
解
決
し
て
い
る
と

言
っ
て
よ
い
。
武
帝
が
理
解
で
き
な
い
と
考
え
た
達
磨
は
規
に
渡
る
。
国

中
の
人
々
が
達
磨
を
追
っ
た
と
し
て
も
、
達
磨
は
戻
ら
な
い
と
言
い
、
達

磨
に
対
す
る
執
着
心
を
捨
て
る
よ
う
に
と
、
頒
で
は
「
再
来
せ
ず
」
と
「
相

憶
う
こ
と
休
め
よ
」
の
句
で
一
言
っ
て
い
る
。
頒
は
本
則
の
流
れ
に
沿
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
結
論
は
、
最
後
の
「
祖
師
に
脚
を
洗
わ
せ
る
」で
あ

る
。
祖
師
に
は
、
自
ら
の
立
場
へ
の
執
着
も
、
脚
を
洗
う
こ
と
へ
の
嫌
悪3 
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も
な
い
。
分
別
を
離
れ
る
事
の
例
が
親
切
に
示
さ
れ
て
い
る
。
宏
智
正
覚

は
こ
の
よ
う
な
部
分
を
蛇
足
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
大
慧
は
学
人
が

人間文化

捕
ら
わ
れ
る
こ
と
を
危
倶
し
た
の
で
あ
ろ
う

［
語
嚢
］
【
達
磨
】
菩
提
達
磨
（
7
1

四
九
五
・
三
四
六
1

四
九
五
・
7
1

五
二
八
・
？

ー
五
三
六
）
の
こ
と
。
南
宗
禅
の
系
譜
で
は
初
祖
に
あ
た
る
人
物
。
【
梁
の
武
帝
｝

南

北
朝
梁
の
皇
帝
。
四
六
四1
五
四
九
、
五
O
ニ
1

五
四
九
在
位
。
幼
い
時
か
ら
仏
教

を
学
び
、
歴
代
皇
帝
の
中
で
最
も
仏
教
を
重
ん
じ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
仏
心

天
子
と
も
称
さ
れ
た
。
【聖
諦
第
一
義
】
聖
諦
は
聖
なる
真
理
を
意
味
し
、
仏
法
の
根本
。

釈
尊
の
正
覚
を
い
う
。
【
廓
然
無
聖
】
廓
然
は
心
が
広
く
、
何
も
の
に
も
執
着
し
な
い

さ
ま
。
悟
り
の
境
地
に
至
れ
ば
、
凡
や
聖
な
ど
の
分
別
は
な
く
な
る
。
【
志
公
】誌
公

と
も
。
費
誌
（
四
一
八
1

五
一
四
）
の
こ
と
。
幼
い
頃
に
出
家
し
、
江
蘇
省
の
道
林

寺
で
禅
定
を
修
し
た
。
そ
の
後
出
奔
し
、
各
地
を
雲
遊
し
た
。
斉
の
武
帝
か
ら
時
の

人
を
惑
わ
す
者
と
し
て
投
獄
さ
れ
た
。
し
か
し
、
梁
の
武
帝
が
即
位
す
る
と
、
そ
の

禁
を
解
か
れ
た
と
い
う
。
【
荊
練
〕
い
ば
ら
の
事
。
転
じ
て
煩
悩
や
邪
見
な
ど
を
い
う
。

｛
千
古
寓
古
】
は
る
か
昔
の
こ
と
。
ま
た
長
い
時
間
を
経
っ
た
の
ち
。
【
清
風
匝
地
】

清
ら
か
な
風
が
大
地
を
吹
き
め
ぐ
る
こ
と
。
転
じ
て
悟
り
の
境
涯
を
い
う
。

第
二
則

越
州
至
道

【
本
則
｝

翠

越
州
示
衆
云
。
至
道
無
難
。
唯
嫌
擦
揮
。纏
有
語
言
。
是
擦
揮
是
明

白
。
老
僧
不
在
明
白
裏
。
是
汝
還
護
惜
也
無
。
時
有
僧
問
、
既
不
在
明
白

裏
。
護
惜
箇
什
麿
。
州
云
。
我
亦
不
知
。
僧
云
。
和
尚
既
不
知
。
震
什
麿

却
道
不
在
明
白
裏
。
州
云
。
問
事
即
得
。
櫨
奔
了
退
。

4 

［
訓
読
］挙
す
。
趨
州

衆
に
示
し
て
云
く
。
至
道
無
難
、
唯
嫌
棟
揮
。
輝
か

に
語
言
有
ら
ば
、
是
れ
探
揮

是
れ
明
白
。
老
僧
は
明
白
裏
に
在
ら
ず
。

是
れ
汝

還
た
護
惜
無
し
ゃ
。
時
に
僧
有
り
て
問
う
。
既
に
明
白
裏
に
在

ら
ず
ば
。
箇
の
什
歴
を
か
護
惜
せ
ん
。
州
云
く
、
我
も
ま
た
知
ら
ず
。
僧

云
く
、
和
尚
既
に
知
ら
ず
ば
、
什
腰
と
し
て
か
却っ
て
い
う
や
、
明
白
裏

に
在
ら
ず
と
。

州
云
く
、
事
を
問
う
こ
と
即
ち
得
た
り
。
礼
拝
し
了

っ
て

退
ぞ
か
ん
。

［
和
訳
］
諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い

、

超
州
従
誌
が
大
衆
に
説
き
示
し
ま
し
た
。

「
最
高
の
教
えと
は
、
決
し
て
難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
好
き
嫌

い
の
選
り
好
み
を
し
た
り
、
憎愛
の
心
を
抱
い
た
り

ま
た

そ
れ
ら
の

想
い
を
放
ち
去
る
事
に
も
、
こ
だ
わ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

も
し
わ
ず
か

で
も
言
葉
を
発
す
れ
ば
、
分
別
を
離
れ
た
か
（倍
っ
た
か
）、
離
れ
て
い

な
い
か
が

一
目
瞭
然
に
な
り
ま
す
。
禍
は
悟
り
の
境
地
か
ら

も
離
れ
て
い

ま
す
。
君
た
ち
は
こ
の
分
別
か
ら
離
れ
る
と
い
う
こ
とを
守
っ
て
い
け
ま

す
か
」
と
。
す
る
と
、
一
人
の
僧
が質
問
し
ま
し
た
。
「
悟
り
の
境
地
を
守
つ

て
い
く
と
い
う
の
な
ら
わ
か
り
ま
す
が
、

そ
の
悟
り
に
す
ら
囚
わ
れ
な
い

と
い
う
こ
と
は

一
体
何
を
守
れ
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
」
と

。
趨
州
は

答
え
ま
す
。
「
柄
も
知
ら
な
い
こ
と
で
す」と
。
僧
は
言
い
ま
す
。
「
老師

は
知
ら
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
今
現
に
悟
り
に
も
囚
わ
れ
な
い
と
言
わ



れ
た
ま
し
た
」
と
。
趨
州
は
い
い
ま
す
。
「
聞
く
こ
と
を
聞
い
た
ら
、

う
下
が
っ
て
い
い
で
す
よ
」
と
。

［
釈
意
］
こ
こ
で
は
、
趨
州
が
分
別
を
離
れ
る
こ
と
が
悟
り
で
あ
る
と
弟
子
に

説
く
の
と
同
時
に
、
倍
り
に
す
ら
留
ま
ら
な
い
こ
と
が
仏
法
の
真
理
に
至

る
こ
と
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
も
し
、
「
分
別
を
離
れ
る
」
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
て
も
、
次
に
は
執
着
を
離
れ
る
と
い
う
こ
と
に
執
着
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
質
問
す
る
僧
は
、
表
面
的
に
は
趨
州
の
教

え
を
理
解
し
て
い
る
も
の
の
、
趨
州
の
真
意
を
さ
ら
に
得
ょ
う
と
し
て
悟

り
へ
の
執
着
を
露
呈
し
て
し
ま
っ
た
。
趨
州
は
、そ
れ
が
余
計
な
こ
と
だ

と
教
え
て
い
る
。
分
別
を
離
れ
る
た
め
に
分
別
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

【
頒
】至

道
無
難
。
言
端
語
端
。

一
有
多
種
、二
無
両
般
。
天
際
日
上
月
下
。
櫨

藤）

前
山
深
水
寒
。
欄
懐
識
謹
喜
何
立
。
枯
木
龍
吟
鈎
未
乾
。
難
難
。
探
揮
明

雪賓頒古百則の研究←）（佐

白
君
自
看

［
訓
読
］
至
道
難
き
こ
と
無
し
。
言
端
語
端
。
一
に
多
種
有
り
。
二
に
両
般
無

し
。
天
際
に
日
上
り
月
下
る
。
櫨
前
の
山
深
く
水
寒
し
。
髄
瞳識

き
て
何
ぞ
喜
び
立
た
ん
。
枯
木
龍
吟

錯
し
て
未
だ
乾
か
ず
。
難
々
。
採

揮
か
明
白
か

君
自
ら
看
み
よ

［
和
訳
］
雪
費
顕
和
尚
が
頒
に
い
い
ま
し
た
。
教
え
と
は
決
し
て
難
し
い
も
の

も

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
分
別
を
離
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
自
体
が
分

別
で
あ
り
、
言
葉
に
す
る
と
難
し
い
も
の
で
す
。
仏
法
の
真
理
を
表
す
言

葉
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
仏
法
の
真
理
は
こ
つ
と
あ
り
ま
せ
ん
。
日
が
東

に
上
れ
ば
、
月
は
西
に
沈
み
ま
す
。
櫨
獄
の
窓
か
ら
見
れ
ば
山
は
奥
深
く

水
は
冷
た
く
見
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
輯
穫
に
は
意
識
も
尽
き
て
喜
び
が

起
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
木
枯
ら
し
が
竜
の
鳴
き
声
に
聞
こ
え
る
よ

う
で
は
平
常
心
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
分
別
を
離
れ
て
道
に
至
る
の
は
難
し

い
の
で
す
が
、
自
分
で
気
づ
く
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
す
。

［
釈
意
〕
悟
り
を
言
葉
で
表
す
と
い
う
こ
と
は
分
別
に
陥
り
や
す
く
、
悟
り
を

他
に
こ
と
ば
で
伝
え
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。
天
体
の
運
行
な
ど
の
あ

り
の
ま
ま
の
自
然
に
、
真
理
が
現
れ
て
い
る
こ
と
を
体
得
す
る
の
が
本
来

の
悟
り
で
あ
る
。
本
来
、
分
別
を
離
れ
る
こ
と
を
説
く
こ
と
す
ら
避
け
る

べ
き
で
あ
り

そ
れ
は
自
ら
気
づ
く
も
の
な
の
で
あ
る
。

尽

［
語
集
］
【
趨
州
従
稔
】
（
七
七
八
1

八
九
七
）
唐
代
。
幼
く
し
て
曹
州
の
龍
興
寺
で
出

家
し
、
後
に
南
泉
普
願
の
下
で
修
行
、
南
泉
の
「
平
常
心
是
道
」
に
関
す
る
言
葉
に

よ
り
、
大
悟
し
て
そ
の
法
嗣
と
な
っ
た
。
【
至
道
無
難
唯
嫌
棟
捧
】
鑑
智
僧
潔
『
信

心
銘
』
の

言
葉
。
至
道
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
究
極
の
真
実
で
、
分
別
を
超
え
、

言
語
を
超
え
た
も
の
で
、
わ
ず
か
で
も

言
語
で
言
え
ば
真
実
は
真
実
で
な
く
な
る
。

【
探
揮
】
も
の
を
え
り
嫌
い
す
る
こ
と
。
取
鎗
愛
憎
の二
見
に
わ
た
る
こ
と
。
【
明
白
】

浄
明
潔
白
の
こ
と
。
心
中
に
一
点
の
曇
り
の
な
い
境
界
。
取
捨
愛
憎
の
二
見
に
こ
だ

わ
ら
な
い
。

5 



第四号

第
三
期

馬
師
不
安

人間文化

｛
本
則
｝

翠
。
馬
大
師
不
安
。
院
主
問
。
和
尚
近
日
。
尊
候
如
何
。
大
師
云
。
日
面

例
月
面
例
。

［
訓
読
］
挙
す
。
馬
大
師
不
安
。
院
主
問
う
、
和
尚

近
日
尊
位
如
何
。
大
師
云
く

日
面
併

月
面
悌
。

［
和
訳
］
諸
君
、よ
く
聞
き
な
さ
い
。
馬
祖
道
一
が
病
床
に
在
っ
た
時
の
こ
と

で
す
。
院
主
が
「
和
尚
様
、
体
調
は
い
か
が
で
す
か
」
と
尋
ね
ま
し
た
。

馬
祖
は
、
「
日
面
仏
、
月
面
仏
」
と
答
え
ま
し
た
。

［
釈
意
］
「
宏
智
頒
古
」
第
三
一十
六
則
と
内
容
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
病
床
に
伏

し
て
い
た
馬
祖
を
、
寺
院
を
管
理
す
る
役
職
の
僧
が
見
舞
い
に
き
た
。
体

調
を
気
遣
う
僧
に
対
し
て
、
「
日
面
仏
」の
ご
と
く
長
寿
で
あ
ろ
う
と
も
、

「
月
面
仏
」の
如
く

－
日

一
夜
の
命
で
あ
ろ
う
と
も
、
仏
道
修
行
に
あ
る

者
と
し
て
時
間
の
長
短
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
っ
て
い
る
。

目
前
の
事
実
こ
そ
が
真
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
病
気
を
嫌
悪
分
別
す
る
必

要
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
仏
の
教
え
で
あ
る
。

内
容
か
ら
、
馬
祖
の
病
状
は
重
く
、
自
身
で
余
命
幾
ば
く
も
な
い
こ
と
を

知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

【
頒
】

頒
日
。
日
面
倒
。
月
面
倒
。
五
帝
三
皇
是
何
物
。
二
十
年
来
曾
苦
辛
。
矯

6 

君
幾
下
蒼
龍
窟
。
屈
。
堪
述
。
明
眼
納
僧
莫
軽
忽
。

［
訓
読
］
煩
に
日
く
。
日
面
仏
、
月
面
仏
、五
帝
三
皇
是
れ
何
物
ぞ
。
二
十
年

来

曾
て
苦
辛
す
。
君
が
為
に
幾
か
蒼
龍
窟
に
下
る
。
屈
。
述
べ
る
に
堪

へ
た
り
。
明
眼
の
納
僧
も
軽
忽
す
る
こ
と
莫
れ
。

［
和
訳
］
雪
聾
顕
和
尚
が
頒
に
い
い
ま
し
た
。
日
面
仏
と
月
面
仏
。
そ
し
て
伝

説
の
神
々
三
皇
五
帝
と
は
何
者
な
の
で
し
ょ
う
か
。
二
十
年
に
わ
た
る
辛

苦
を
経
て
、
あ
な
た
に
会
う
た
め
に
幾
度
も
青
龍
の
眠
る
岩
屋
に
く
だ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
大
変
な
苦
労
で
し
た
。
ま
た
、
言
い
換
え
て
言
い
ま
す
。

禅
僧
は
し
っ
か
り
眼
を
開
け
て
、
物
事
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

［
釈
意
］
命
の
長
短
は
自
身
で
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
馬
祖
は
言
わ
れ
た
が
。

仏
法
の
真
理
を
得
た
理
想
の
姿
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
晴
ヨ

費
自
身
も
二
十
年
間
も
の
問
、
師
匠
の
下
で
辛
棟
な
修
行
を
積
ん
で
き
た
。

仏
法
の
真
理
は
、
過
去
や
未
来
を
思
う
の
で
は
な
く
た
だ
今
現
在
を
見

据
え
て
、
疎
か
に
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
会
得
し
た
。
そ
れ
こ
そ
、
禅
僧

の
姿
で
あ
る
と
説
い
た
。

［
一
語
嚢
］
【
馬
大
師
】
馬
祖
道

一
（
七O
七
S

七
八
八
）
南
獄
懐
譲
の
法
嗣
。
【
不
安
】
身

に
病
の
あ
る
こ
と
。
【
院
主
】
寺
院
の
事
務一
切
を
主
宰
す
る
管
理
者
。
監
司
、
監
寺
。

【
日
面
例
月
面
例
】
日
面
併
は
一
八
O
O
歳
の
長
寿
を
保
つ
と
さ
れ
る
。
月
面
併
は一



日

一
夜
の
寿
命
を
保
つ
と
さ
れ
る
併
の
名
。
｛
日
面
月
面
】
日
面
倒
月
面
倒
の
相
貌
。

一
切
衆
生
を
救
う
慈
悲
の
光
を
放
つ
と
さ
れ
る
。
｛
五
帝
三
皇
是
何
物
｝
中
国
上
古
代

神
代
の
皇
帝
「
史
記
」
。
三
皇
は
神
、
五
帝
は
聖
人
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
と
さ
れ
た
。

天
皇
・
地
皇
・
人
皇
と
い
う
天
地
人
三
才
と
後
に
は
人
類
に
文
明
を
も
た
ら
し
た
文

化
英
雄
が
名
を
連
ね
る
。
【
蒼
龍
窟
】
蒼
龍
の
居
座
る
窟
の
意
。
禅
の
幽
玄
な
る
宗
旨

の
処
。
仏
法
の
本
分
を
象
徴
し
て
い
る
。
ま
た
、
下
蒼
龍
窟
は
、
喪
身
失
命
を
厭
わ

な
い
人
で
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
真
に
大
事
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
幾
多
の
師
匠

の
下
で
辛
媒
な
る
鉄
槌
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
意
。
【
屈
】
か
が
む
。
自
ら
の
立

場
を
卑
し
め
る
。
へ
り
く
だ
り
、
相
手
の
立
場
に
応
ず
る
意
。
こ
こ
で
は
、
苦
労
の
意
。

【
軽
忽
〕
き
ょ
う
こ
っ
。
蔑
ろ
、
軽
は
ず
み
の
意

第
四
則

徳
山
挟
複

【
本
則
】

翠
。
徳
山
到
漏
山
。
挟
複
子
於
法
堂
上
。
従
東
過
西
。
従
西
過
東
。
顧
視

云
無
無
。
便
出
。
雪
賓
著
語
云
。
勘
破
了
也
。
徳
山
至
門
首
却
云
。
也
不

藤）

得
草
草
。
便
具
威
儀
。
再
入
相
見
。
鴻
山
坐
次
。
徳
山
提
起
坐
具
云
。
和

雪貿頒古百則の研究ト）（佐

尚
。
鴻
山
擬
取
払
子
。
徳
山
便
喝
。
払
袖
而
出
。
雪
賓
著
語
云
。
勘
破
了
也
。

徳
山
背
却
法
堂
。
著
草
軽
便
行
。
漏
山
至
晩
間
首
座
。
適
来
新
到
在
什
陵

慮
。
首
座
云
。
世
田
時
背
却
法
堂
。
著
草
鮭
出
去
也
。
鴻
山
云
。
此
子
己
後
。

向
孤
峯
頂
上
。
盤
結
草
庵
。
阿
例
罵
租
去
在
。
雪
費
著
語
云
。
雪
上
加
霜
。

［
訓
読
］
挙
す
。
徳
山

鴻
山
に
到
る
。
複
子
を
挟
ん
で
法
堂
上
に
於
て

よ
り
西
に
過
り

西
よ
り
東
に
過
り

顧
視
し
て
無
無
と
云
て

便
ち
出

づ
。
雪
貰
著
語
し
て
云
く

勘
破
し
了
れ
り
。
徳
山
門
首
に
至
り
却
っ
て

云
く
。
也
た
草
草
な
る
こ
と
を
得
ず
。
便
ち
威
儀
を
具
え
、
再
び
入
っ
て

相
見
す
。
鴻
山
坐
す
る
次
い
で
、
徳
山
坐
具
を
提
起
し
て
云
く
、
和
尚
、
と
。

鴻
山
払
子
を
取
ら
ん
と
擬
す
。
徳
山
便
ち
喝
し
て
、
袖
を
払
っ
て
出
づ
。

雪
量
著
語
し
て
云
く
、
勘
破
し
了
れ
り
。
徳
山
法
堂
を
背
却
し
て
、
草
睦

を
著
け
て
便
ち
行
く
。
鴻
山
晩
に
至
っ
て
首
座
に
問
う
。
摘
来
の
新
到
什

麿
処
に
か
在
る
や

当
時
法
堂
を
背
却
し

け
て
出
で
去
れ
り
。
漏
山
晩
に
至
っ
て
首
座
に
問
う
。
適
来
の
新
到
什
慶

と
。
首
座
云
く

草
鮭
を
著

処
に
か
在
る
。
首
座
云
く
、
法
堂
を
背
却
し
て
草
軽
を
著
け
て
出
て
去
れ

り
。
鴻
山
云
く
、
此
の
子
己
後
、
孤
峰
頂
上
に
向
か
い
て
、
草
庵
を
盤
結

し
、
仏
を
町
り
祖
を
罵
り
去
る
こ
と
在
ら
ん
。
雪
費
著
語
し
て
云
く
、
雪

上
に
霜
を
加
う
。

［
和
訳
］
諸
君
、よ
く
聞
き
な
さ
い
。
徳
山
宣
鑑
が
鴻
山
霊
一
祐
の
も
と
を
訪
ね

ま
し
た
。
そ
し
て
荷
物
を
包
ん
だ
紋
紗
を
脇
に
挟
み
、
法
堂
の
中
を
東
へ

西
へ
、
西
へ
東
へ
と
往
復
し
、
振
り
返
っ
て
「
無
無
」
と
言
っ
て
、す
ぐ

に
出
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
雪
貰
重
顕
が
解
説
し
て

こ
う
言
い
ま
し
た
。
「
徳
山
の
意
図
を
見
抜
い
た
ぞ
」
と
。
徳
山
は
寺
の

門
前
に
着
く
と
振
り
返
っ
て
言
い
ま
し
た
。
「
早
と
ち
り
を
し
て
は
い
け

東

な
い
」
と
。
そ
こ
で
、
威
儀
を
整
え
て
再
び
山
門
を
入
り
、
鴻山
と
対
面

し
ま
し
た
。
鴻
山
は
座
り
、
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そ
し
て
徳
山
は
坐
具
を
持
ち
出
し
て
言
い
ま
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し
た
。
「
和尚
」
と

。

鴻
山
は
傍
ら
の
払
子
を
取
ろ
う
と
し
ま
し

た
。
す

る
と
徳
山
は
大
声
で
「
喝し
と
怒
鳴
り
、
大
衣
の
袖
を
払
っ
て
出
て
い
っ

人間文化

て
し
ま
い
ま
し
た

。

こ
れ
に
つ
い
て
も
雪
賓
重
顕
は
こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
徳
山
の
意
図
を
見
抜
い
た
ぞ
」
と
。
徳
山
はこ
の
時
、
法
堂
を
振
り
返

る
こ
と

も
せ
ず
、
草
鮭
を
履
い
て、

立
ち
去
り
ま
し
た
。
鴻
山
は
夜
に
な
っ

て
か
ら
首
座
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
先
程
の
新
参
の僧
は
ど
こ
に
い

っ
た
の

か
ね
」
と

。
僧
は
答
え
ま
し
た
。
「
法
堂
を
振
り
返
る
こ
と
も
せ
ず

、

即

座
に
草
壁
を
履
い
て
出て
い
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
」
と
。
鴻
山
は
言
い
ま

し
た
。
「
こ

の
僧
は
以
後
、
険
し
い
山
の
頂
上
に
草
の
庵
を
築
き

、

仏
を

怒
鳴
り
、
祖
師
を
罵
る
だ
ろ
う
」
と
。
雪
賓
重
顕
は
こ
う
言
い
ま
し
た
。
「
雪

の
上
に
霜
を
乗
せ
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
。

［
釈意
］
様
々
な
禅
師
の
も
と
で
修
行
を
積
ん
だ
徳
山
宣
鑑
が
鴻
山
霊
祐
を
訪

ね
、
法
堂
を
動
き
ま
わ
り
「
無
無
」
と
言
う
のだ
が
、
こ
れ
は
、

ど
こ
も

か
し
こ
も
全
て
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
会
得
し
、
分
別
の
な
い
境
地
に

至
っ
て
い
る
こ
と
を
鴻
山
に
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
雪
賓
重
顕
は
徳
山
の

境
地
を
見
抜
い
た
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
悟
り
の
入
り
口
に

達
し

た
程
度
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
、戻
っ
た
徳
山
は
鴻
山
の
前
で

坐
具
を
敷
き
礼
拝
せ
ん
と

し

た
。
作
法
通
り
潟
山
が
払
子
を
取
ろ
う
と
す

る
と
、
徳
山
は
「
喝
」と
怒
鳴
り
つ
け
て
法
堂
を
出
て
い

っ
て
し
ま
う
が
、

こ
れ
は
、
他
人
に
認
めら
れ
て
悟
り
が
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

ら
、

鴻
山
の
作
法
は
余
計
な
こ
と
で
あ
る

と

の
意
図
で
あ
る
。
鴻
山
は
そ
ん

8 

な
徳
山
を
「
険
し
い
山
に
草
庵
を
築
く
」

と
評
し
て
お
り

、

徳
山
の
う
ぬ

ぼ
れ
が
な
く
な
れ
ば
、
抜
き
ん
出
た
禅
僧
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
評
価
し
て

い
る
。
し
か
し
、
雪
買
は
徳
山
の
こ
の
行
為
を
「
雪
の
上
に
霜
を
加
え
る
」

と
評
し

二
度
目

の
相
見
は
不
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
、
徳
山
を
批
判

し
て
い

る
。

【
頒
】頒

云
。
一
勘
破
。
二
勘
破
。
雪
上
加
霜
曾
隙
堕
。
飛
騎
将
軍
人
虜
庭
。
再

得
完
全
能
機
箇
。
急
走
過
。
不
放
過
。
孤
峯
頂
上
草
裏
坐
。
咽
。

［
訓読
］
頒
に
云
く
。
一
た
び
勘
破
し

二
た
び
勘
破
す
。

雪
上
に
霜
を
加
え

曾
て
隙
堕
す
。
飛
騎
将
軍
虜
庭
に
入
る
。
再
び
完
全
を
得
る
は
能
く
幾
箇

ぞ
。
急
に
走
過
せ
ん
と
す

る
も
、
放
過
せ
ず
。孤
峰
頂
上
草
裏
に
坐
す
。拙
。

［和
訳
］雪
賓
顕
和
尚
が
頒
に
い
い
ま
し
た
。

一
度
見
破
り
、二
度
見
破
り
ま
す
。

雪
の
上
に
霜
を
乗
せ
て
堕
ち
る
と
こ
ろ
で
し

た
。
漢
の
李
広
が
旬
奴
の
領

域
に
入
る
よ
う
な
も
の

で
す
。
再
び
帰
る
こ
と
が
で
き
る
の
は何
人
ほ
ど

で
し
ょ
う
か
。

急
い
で
走
り
去
ろ
う
と
し
て
も
、
見
逃
さ
れ
る
こ
と
は

あ

り
ま
せ
ん
。
険
し
い
山
の
頂
上
に
尻
を
据
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
残
念
な

こ
と

で
す
。

［
釈
意
］
こ
こ
で
は
徳山の
こ
と
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
徳山
の
境
地
は
二
度

、

鴻
山
に
見
破
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

で
は
雪
の
上
に
霜
を
乗
せ
る
よ
う
な
も



の
で
、
意
味
の
な
い
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
様
は
李
広
に
対
す

る
旬
奴
の
よ
う
な
も
の
で
、
鴻
山
に
徳
山
は
手
も
足
も
出
な
い
と
い
う
こ

と
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
孤
立
し
た
山
の
頂
上
に
尻
を
据
え
て
い
る

と
い
う
の
は
、
悟
入
し
た
徳
山
の
自
惚
れ
ぶ
り
を
表
し

そ
れ
は
と
て
も

残
念
な
こ
と
で
あ
る
が
、
自
身
で
そ
れ
を
識
れ
ば
優
れ
た
禅
僧
と
な
る
で

あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

藤）

［
語
裳
］
【
徳山
｝
徳
山
宣
鑑
〈
七
八
0
1
八
六
五
〉
の
こ
と
。
金
剛
経
に
通
じ
、
周
金

剛
と
称
さ
れ
た
が
、
婆
子
に
導
か
れ
て
禅
に
入
っ
た
。
【
湯
山
】
鴻
山
霊
祐
（
七
七一

1

八
五
三
）
の
こ
と
。
潟
仰
宗
の
祖
。
【
複
子
】
禅
宗
で
、
僧
が
行
脚
の
時
に
食
器
な

ど
を
包
む
の
に
用
い
る
布
の
こ
と
。
【
雪
貿
】
雪
由貿
重
顕
（
九
八
0
1

一
O
五
二
）
の

こ
と
。
雲
門
宗
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
。
【
勘
破
｝
見
破
る
こ
と
。
【
首
座
】
坐
禅
の
際

に
上
位
の
席
に
坐
る
僧
。
【
法
堂
】
種
寺
に
お
い
て
住
職
が
修
行
僧
に
教
え
を
説
く
時

に
使
わ
れ
る
建
物
。
【
雪
上
加
霜
】
「
雪
上
霜
を
加
う
」
の
こ
と
。
物
の
多
く
あ
る
上

に
さ
ら
に
似
た
も
の
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
意
味
の
な
い
こ
と
を
表
す
。
｛
飛
騎

将
軍
】
漢
の
李
広
（
不
詳
1

前
一
一
九
）
の
こ
と
。
【
虜
庭
】
旬
奴
の
領
地
の
こ
と
。

雪寅頒古百則の研究←）（佐

第
五
則

雪
峯
粟
米

【
本
則
】

翠
。
雪
峯
示
衆
云
。
童
大
地
撮
来
。
如
粟
米
粒
大
。
出
向
面
前
。
漆
桶
不

曾
。
打
鼓
普
請
看
。

［
訓
読
］
挙
す
。
雪
峰
衆
に
示
し
て
云
く
。
尽
大
地
撮
し
来
ら
ば
粟
米
粒
の
大

如
し
。
面
前
に
描
向
す
。
漆
桶
不
会
。
鼓
を
打
っ
て
普
請
し
て
看
よ
。

［
和
訳
］
諸
君
よ
く
聴
き
な
さ
い
。
雪
峰
義
存
が
大
衆
に
向
か
っ
て
言
わ
れ
ま

し
た
。
天
地
宇
宙
を
柄
が
つ
ま
ん
で
み
た
ら
粟
粒
ほ
ど
の
大
き
ざ
で
し
た
。

君
た
ち
の
前
に
放
り
出
し

た
な
ら
、
漆
の
桶
の
中
が
真
っ
黒
で
見
分
け
が

つ
か
な
よ
う
に
見
当
も
つ
か
な
い
で
し
ょ
う
。
分
ら
な
い
な
ら
よ
く
修
行

し
て
見
極
め
な
さ
い
。

［
釈
意
］
我
々
が
日
常
生
活
し
て
い
る
相
対
の
世
界
は
、
是
非
、
得
失
、
長
短
、

大
小
の
二
元
的
世
界
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
世
界
を
超
え
た
仏
の
世
界
を

示
し
た
一
則
で
あ
る
。
粟
は
も
み
の
ま
ま
の
米
粒
で
日
本
の
あ
わ
で
は
な

しミ

一
番
小
さ
い
も
の
の
形
容
で
あ
り

一
粟
米
粒
か
ら
始
ま
っ
た
の
が

宇
宙
で
あ
り
、
物
と
物
と
は
結
ぼ
れ
て
い
て

い
つ
も
は
な
れ
よ
う
が
な

い
の
で
あ
る
。
大
小
比
較
を
超
え
た
真
の
実
相
は
、
実
は
我
々
の
真
の
心

に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

【
頒
｝頒

云
。
牛
頭
没
。
馬
頭
因
。
曹
渓
鏡
裏
絶
塵
挨
。
打
鼓
看
来
君
不
見
。
百

花
春
至
矯
誰
開
。

［
訓
読
］
頒
に
云
く
。
牛
頭
没
し
。
馬
頭
回
る
。
曹
渓
鏡
裏
塵
挨
を
絶
す
。
鼓

を
打
ち
看
せ
し
め
来
れ
ど
も
君
見
え
ず
。
百
花
春
到
っ
て
誰
が
為
に
聞
く
。

［
和
訳
］
雪
費
和
尚
が
頒
に
い
い
ま
し
た
。
あ
っ
ち
に
求
め
こ
っ
ち
に
求
め
、
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振
り
因
さ
れ
て
い
ま
す
。
雪
峰
が
容
赦
な
く
問
い
詰
め
ま
す
。
雪
峰
の
境
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地
は
六
祖
慧
能
の
鏡
の
よ
う
に
一
点
の
曇
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
外
に
仏
を
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
花
々
が
春
に
な
る
と一
斉
に

人間文化

咲
き
誇
る
の
は
人
に
見
ら
れ
る
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
咲
く
こ
と
が
真実

そ
の
も
の
で
す
。

［
釈
意
］
と
こ
と
ん
見
極
め
た
人
は
、
朝
に
粥
を
食
い
、
昼
に
飯
を
食
べ
る
よ

う
な
も
の
で
、

あ
り
き
た
り
の
事
が
真
実
で
あ
る
。
雪
峰
は
急
所
に
ひ
と

っ
き
く
ら
わ
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
、
自
己
以
外

に
仏
を
求
め
る
な
、

と
一
句
で
言
い
切
っ
た
。
さ
ら
に
、
慧
能
の
無
一
物

の
境
地
に
さ
え
囚
わ
れ
る
な
と
説
き
、
春
に
百
花
が
咲
き
乱
れ
る
光
景
を
、

本
来
の
自
由
の
境
地
を
誓
え
る
の
で
あ
る
。

［
語
棄
］
【
雪
峯
】
雪
峰
義
存
（
八
二
二1
九
O
八
）
徳
山
宣
鑑
の
法
嗣
。
大
器
晩
成
の

禅
僧
と
さ
れ
る
。
【
曹
渓
】
曹
渓
は
六
祖
慧
能
（
六
三
八
1

七
一
三
）
を
指
し
、
『
六

祖
壇
経
』
の
中
の
、
「
菩
提
も
と
樹
に
非
ず
、
明
鏡
ま
た台
に
非
ず
、
本
来
無
一
物
、

何
れ
の
処
に
か
塵
挨
を
惹
か
ん
」
と
い
う
傷
を
ふ
ま
え
る
。
｛
苗
閏
渓
鏡
一
一
〕
『
六
祖
壇
経
』

の
中
の
本
来
無
一
物
の
偲
を
ふ
ま
え
る
。

第
六
則

雲
門
好
日

【
本
則
】

翠
。
雲
一
門
垂
語
云
。
十
五
日
己
前
不
問
汝
。
十
五
日
己
後
道
将

一
句
来
。

自
代
云
。
日
日
是
好
日
。

［
訓
読
］
挙
す
。
雲
門
垂
語
し
て
云
く
。
十
五
日
己
前
は
汝
に
間
わ
ず
。
十

五
日
日
後
は
ま
さ
に
一
旬
を
道
い
来
た
れ
。
自
ら
代
わ
っ
て
云
く
。
日
日
IO 

こ
れ
好
日
。

［
和
訳
］
諸
君
、よ
く
聞
き
な
さ
い
。
雲
門
文
僅
が
教
え
を
一
示
し
ま
し
た
。
「
十

五
日
前
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
に
何
も
聞
い
ま
せ
ん
。
十
五
日
以
降
に
つ
い

て
何
か
言
っ
て
み
な
さ
い
」
と
。
雲
門
が
代
っ
て
言
い
ま
し
た
。
「
過
、
ぎ

去
る
毎
日
が
良
い
日
で
あ
る
よ
う
努
め
な
さ
い
」
と
。

［
釈
意
］
「
十
五
日
以
前
」
は
こ
れ
ま
で
の
こ
と
、
つ
ま
り
過
去
の
こ
と
で
あ
る
。

雲
門
は
過
去
の
こ
と
よ
り
も
、
こ
れ
か
ら
ど
う
い
っ
た
修
行
を
し
た
ら
い

い
か
を
聞
く
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
誰
も
答
え
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
雲
一
門
は
「
好
日
」の
句
で
自
ら
答
え
た
。
好
日
は
良
い

日
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
好
日
は
全
て
を
合
む
一
日
の
こ
と
で
あ

る
と
言
え
る
。
一
日
の
良
し
悪
し
に
関
わ
ら
ず
、
訪
れ
る
毎
日
を
精
進
し

て
修
行
す
る
よ
う
に
雲
門
は
言
う
の
で
あ
る
。

｛
煩
】頒

云
。
去
却
一
。
拍
得
七
。
上
下
回
維
無
等
匹
。
徐
行
踏
断
流
水
聾
。
縦

観
潟
出
飛
禽
跡
。
草
茸
茸
。
煙
霧
霧
。
空
生
巌
畔
花
狼
籍
。
弾
指
堪
悲
舜

若
多
。
莫
動
著
。
動
著
三
十
棒
。

［
訓
読
］
頒
に
云
く
。
一
を
去
却
し
七
を
拍
得
す
。
上
下
回
維
等
に
匹
な
し
。

徐
に
行
な
い
て
踏
断
す
流
水
の
声
。
ほ
し
い
い
ま
ま
に
観
て
写
し
出
す
飛

禽
の
跡
。
草
茸
茸
。
煙
案
審
。
空
生
巌
畔

花
狼
籍
。
弾
指
し
て
悲
し
む



に
堪
え
た
り
舜
若
多
。
動
著
す
る
こ
と
莫
れ
。
動
著
す
れ
ば
コ
一
十
棒
。

［
和
訳
］
雪
貫
顕
和
尚
が
頒
に
い
い
ま
し
た
。
一
を
取
り
除
き
、
七
を
会
得
し

ま
す
。
四
方
八
方
比
較
す
る
こ
と
は
な
い
で
す
。
お
も
む
ろ
に
歩
い
て
み

る
と
川
の
せ
せ
ら
、
ぎ
が
聞
こ
え
、
眺
め
て
い
る
と
鳥
が
飛
び
去
る
と
こ
ろ

を
見
ま
す
。
草
は
生
い
茂
り
、
煙
が
立
ち
込
め
ま
す
。
須
菩
提
が
坐
禅
を

し
て
い
る
と
、
空
か
ら
花
が
降
っ
て
き
ま
す
。
舜
若
多
神
は
悲
し
ん
で
指

を
鳴
ら
し
ま
す
。
心
を
動
か
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
こ
だ
わ
り
の
心
が
生

じ
れ
ば
棒
で
三
十
回
叩
き
ま
す
。

［
釈
意
］
こ
の
世
界
は
真
実
の
世
界
で
あ
る
。
万
物
は
移
ろ
い
変
わ
っ
て
い
き
、

諸
行
無
常
で
あ
り
諸
法
実
相
で
あ
る
こ
と
を
「
流
水
の
声
」
と
「
飛
禽
の

跡
」
の
句
で
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
本
則
の
雲
門
の
「
好
日
」
を
示
し
て

い
る
。
ま
た
草
や
煙
は
煩
悩
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
が

」
こ
で
は
あ
り

の
ま
ま
の
様
子
を
意
味
し
て
い
る
。
草
が
生
え
る
こ
と
も
、
煙
が
立
ち
込

藤）

め
る
こ
と
も
意
識
し
て
姿
か
た
ち
を
変
え
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
そ
の
あ

雪賓頒古百買りの研究（ー）（佐

り
の
ま
ま
の
様
子
こ
そ
、
仏
道
に
通
ず
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

［
語
桑
〕
【
雲
門
〕
雲
門
文
僅
（
八
六
四1
九
四
九
）
の
こ
と
。
雲
門
宗
の
祖
。
黄
紫
希

運
の
弟
子
で
あ
る
陸
州
道
艇
に
参
じ
た
後
、
雪
峰
義
存
に
参
じ
て
そ
の
法
を
嗣
い
だ
。

｛
垂
誼
巴
師
家
学
人
に
教
え
示
す
こ
と
。
【
拍
得
】
と
ら
え
得
る
こ
と
。
ま
た
は
会
得

す
る
こ
と
。
【
上
下
四
維
】
上
下
は
天
と
地
。
四
維
は
乾
・
坤
・
巽
・
艮
の
四
隅
の
こ

と
で
、
宇
宙
開
と
い
う
意
。
【
草
茸
茸
煙
幕
纂
】
草
が
生
い
茂
り
、
煙
が
た
ち
込
め
た

様
子
の
こ
と
。
共
に
無
心
無
作
で
、
仏
性
現
成
の
あ
り
ょ
う
の
こ
と
。
【
空
生
巌
畔
花

狼
籍
】
空
生
は
須
菩
提
の
こ
と
。
須
菩
提
が
坐
禅
を
し
て
い
る
と
、
帝
釈
天
が
空
か

ら
花
を
降
ら
し
た
「
須
菩
提
宴
坐
」
と
い
う
故
事
に
よ
る
。
【
舜
若
多
】
舜
若
は
空
の

意
味
で
あ
り
、
す
べ
て
の
も
の
に
実
体
が
な
い
こ
と
。
虚
空
の
実
体
を
も
空
性
と
い
い
、

こ
れ
を
神
格
化
し
て
舜
若
多
神
と
い
う
。

第
七
則

慧
超
問
悌

【
本
則
】

奉
。
僧
問
法
眼
。
慧
超
苔
和
尚
。
如
何
是
併
。
法
眼
云
。
汝
是
慧
超
。

［
訓
読
］
挙
す
。
僧
法
眼
に
問
う
。
慧
超

和
尚
に
杏
す
。
如
何
な
る
か
こ

れ
仏
。
法
眼
云
く
。
汝
が
こ
れ
慧
超
。

［
和
訳
］
諸
君
、よ
く
聞
き
な
さ
い
。
あ
る
僧
が
法
眼
文
益
に
聞
き
ま
し
た
。

「
禍
は
慧
超
と
言
い
ま
す
が
、
和
尚
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
仏
と
は
何
で
す
か
」

と
。
法
眼
は
「
あ
な
た
が
慧
超
で
す
よ
」
と
答
え
ま
し
た
。

［
釈
意
］
慧
超
の
い
う
「
仏
」
と
は
悟
り
の
境
地
、
な
い
し
は
真
実
の
自
己
を

指
し
て
い
る
。
全
て
の
人
に
は

一
人
一
人
に
仏
性
が
具
わ
っ
て
お
り

真
実
の
姿
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
誰
も
が
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て

い
る
訳
で
は
な
い
。
本
則
の
慧
超
も
そ
の
一
人
と
言
え
る
。
法
眼
は
自
分

自
身
が
真
実
の
姿
で
あ
り
、
仏
で
あ
る
こ
と
を
慧
超
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。

【
頒
】頒

云
。
江
園
春
風
吹
不
起
。
鵬
鵡
暗
在
深
花
裏
。
コ
一
級
浪
高
魚
化
龍
。
療11 
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人
猶
犀
夜
塘
水
。

［訓
読
］
頒
に
云
く
。
江
田
に
春
風
吹
き
起
た
ず
。
鵬
鵡
暗
い
て
深
く
花
裏
に

人間文化

在
り
。
三
級
浪
高
く
し
て
魚

龍
と
化
す
。
痴
人
な
お
犀
む
夜
塘
水
。

［
和
訳］
雪
費
顕
和
尚
が
頒
に
い
い
ま
し
た
。
江
国
に
春
風
は
吹
き
ま
せ
ん
。

主
可
い
’
直
旬
斗
ノ
ギ
4町
、

z
t

ハ
：
吋
’
’
h
n
H
H
，

B
L
V
B
L
V

た
と
え
花
の
下
に
隠
れ
て
い
よ
う
と
も
わ
か
り
ま
す
。
鯉

が
高
い
浪
の
中
を
登
っ
て
竜
門
を
く
ぐ
れ
ば
、
鯉
は
龍
に
変
化
し
ま
す
。

迷
い
が
あ
る
人
は
魚
が
龍
に
な
っ
た
後
も
夜
に
何
も
い
な
い
川
の
水
を

汲
む
の
で
す
。

［
釈
意
］
本
則
で
の
法
眼
の
対
応
は
実
に
簡
単
明
瞭
と
言
え
る
。
そ
の
様
子
は

春
風
も
吹
か
な
い
ほ
ど
落
ち
着
い
て
お
り
、そ
の
教
え
は
ま
る
で
、
花
の

下
で
も
鳥
が
鳴
け
ば
す
ぐ
わ
か
る
ほ
ど
理
解
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
を
会
得
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
魚
が
龍
に
な
る
よ
う
に
、
悟
り

へ
の
境
地
に
至
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
慧
超
の
よ
う
に
答
え
を
外

に
求
め
て
い
る
ま
ま
で
は
悟
り
の
境
地
に
至
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ

る

［
語
集
］【法
眼
】
法
眼
文
益
（
八
八
五
1

九
五
八
）
の
こ
と
。
法
眼
宗
の
祖
。
羅
漢
桂

深
に
参
じ
た
。
【
慧
超
】
帰
宗
策
員
（
7
1

九
七
九
）
の
こ
と
。
法
眼
の
法
嗣
。
｛
騰
鵡
】

キ
ジ
科
シ
ャ
コ
属
の
鳥
の
総
称
。
キ
ジ
よ
り
小
さ
く
、
コ
ジ
ュ
ケ
イ
に
似
る
。
【
三
級

浪
高
魚
化
龍
】
修
行
者
が
師
家
の
も
と
に
参
じ
て
釦
鎚
を
受
け
る
と
、
鯉
が
竜
門
を

透
過
す
る
と
龍
と
化
す
る
よ
う
に
、
お
ろ
か
な
人
で
も
悟
り
の
境
地
に
至
っ
て
禅
門

の
竜
象
と
な
る
意
。
【
夜
塘
水
】
後
人
の
愚
か
な
空
し
い
言
句
上
の
探
索
に
た
と
え
る
。 魚

が
竜
門
を
登
る
と
竜
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し

か
し
、
疲
人
は
魚
が
竜
に
な
っ
て
行
っ

て
し
ま
っ
た
後
の
何
も
な
い
塘
水
を
夜
に
汲
ん
で
、
魚
を
得
よ
う
と
す
る
愚
行
を
い

P
「
ノ
。
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第
八
則

翠
巌
眉
毛

【
本
則
】

準
。
翠
巌
示
衆
云
。
一
夏
以
来
。
局
兄
弟
説
話
。
看
翠
巌
眉
毛
在
陵
失
。

保
福
云
。
作
賊
心
虚
。
抑
長
慶
云
。
生
也
。
雲
門
云
。
闘
。

［
訓
読
］
挙
す
。
翠
巌
夏
末
衆
に
示
し
て
云
く
一
夏
以
来
、
兄
弟
の
為
に
説

話
す
。
看
よ
翠
巌
が
眉
毛
在
り
や
。
保
福
云
く
、
賊
と
作
る
人
心
虚
な
り
。

長
慶
云
く
、
生
也
。
雲
一
門
云
く
、
関
。

［
和
訳
］
諸
君
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
翠
巌
が
夏
安
居
の
終
わ
り
に
な
っ
て
、
大

衆
に
説
法
し
て
い
い
ま
し
た
。
こ
の
夏
安
居
が
始
ま
っ
て
以
来
、
諸
君
の

た
め
に
仏
法
の
要
諦
を
説
い
て
き
ま
し
た
。
さ
あ
、
今
、
禍
に
眉
毛
は
あ

り
ま
す
か
、

と
。
保
福
従
展
が
い
い
ま
し
た
。
盗
賊
と
な
る
人
は
心
が
空

虚
な
も
の
で
す
。
次
い
で
、
長
慶
慧
稜
が
い
い
ま
し
た
。
大
丈
夫
で
す
。

生
え
て
い
ま
す
。
最
後
に
雲
門
文
恒
が
い
い
ま
し
た
。
関
、と

［
釈
意
］
翠
巌
令
参
、
保
福
従
展
、
長
慶
慧
稜
、
雲
門
文
恒
と
も
に
雪
峰
義
存

の
法
を
嗣
い
だ
。
四
人
の
中
で
一
番
若
い
翠
巌
が
夏
安
居
を
指
導
し
た
。

そ
の
問
、
三
人
が
助
化
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
自
己
の
全
身
を
露
わ
に
し
て
、



修
行
僧
に
仏
法
の
要
諦
を
説
話
し
て
き
た
翠
巌
は
、
修
行
期
間
を
終
わ
る

に
当
た
っ
て
、
柄
に
眉
毛
が
あ
る
か
を
問
っ
た
の
で
あ
る
。
嘘
を
つ
く
と

眉
毛
が
落
ち
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
説
法
で
あ
る
が
、
翠
巌
は
化

導
の
可
否
を
聞
い
、
評
価
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
仏
法
を
正
し
く
示
し
得

た
か
を
問
っ
た
と
い
え
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。
保
福
は
、
賊
と
な
る
人
心
虚

な
り
と
応
じ
て
、
翠
巌
の
真
意
を
理
解
し
、
皆
が
仏
法
を
会
得
し
た
の
で

心
配
に
は
及
ば
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
長
慶
は
、
生
、
ぜ
り
と
述
べ
て
、

率
直
に
大
丈
夫
と
答
え
た
。
最
後
に
雲
門
は
「
関
」
と
応
じ
て
、

そ
れ
は

無
用
な
こ
と
だ
と
い
っ
た
。
本
則
の
要
点
は
雲
門
の
こ
と
ば
に
あ
る
。
誰

も
が
真
実
の
中
に
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
敢
え
て
そ
れ
を
確
認
す
る
必
要

は
な
い
し
、
余
計
な
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
翠
巌
は
、
三
者

三
様
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
風
が
現
れ
て
い
る
が
、
雲
門
の
返
答
が
的
確
に

要
点
を
つ
い
て
い
る
と
思
っ
た
で
あ
ろ
う
。

藤）

｛
頒
】

雪貿頒古百則の研究（→（佐

翠
巌
示
徒
。
千
古
無
封
。
関
｛
子
相
酬
。
失
銭
遭
罪
。
療
倒
保
福
。
抑
揚
難
得
。

鴫
酬
明
翠
巌
。
分
明
是
賊
。
白
圭
無
砧
。
誰
耕
員
偲
。
長
慶
相
詰
。
眉
毛
生
也
。

［
訓
読
］
翠
巌
徒
に
示
せ
る
は
、
千
古
に
対
無
し
。
関
字
も
て
相
酬
ゆ
る
は
、

銭
を
失
い
罪
に
遭
う
。
涼
倒
た
る
保
福
は
、
抑
揚
得
難
し
。
鴫
鴫
た
る
翠

巌
は
、
分
明
に
是
れ
賊
。
白
圭
泊
無
し
、
誰
か
真
仮
を
弁
ぜ
ん
。
長
慶
相

詰
ん
じ
、
眉
毛
生
ぜ
り
、
と

［
和
訳
］
雪
貰
顕
和
尚
が
頒
に
い
い
ま
し
た
。
翠
巌
は
「
眉
毛
あ
り
や
」
と
父

母
未
生
以
前
の
本
来
の
面
目
を
大
衆
に
示
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
正
面

か
ら
白
刃
の
よ
う
な
こ
と
ば
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
は
、
千
年
の
昔
か
ら
今

に
至
る
ま
で
、
こ
れ
に
対
応
で
き
る
者
は
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
翠
巌
の

示
衆
は
優
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
雲
門
に
「
関
」
と
応
じ
ら
れ
て
、今C

す
が
の
翠
巌
も
骨
折
り
損
の
く
た
び
れ
儲
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

老
練
な
保
福
が
「
盗
人
め
、
ビ
ク
ビ
ク
す
る
な
」
と
言
っ
た
の
は
、
翠
巌

を
褒
め
た
の
か
け
な
し
た
の
か
分
か
り
に
く
い
こ
と
で
す
。よ
く
喋
る
翠

巌
は
油
断
な
ら
な
い
男
で
、
う
っ
か
り
す
る
と
懐
中
の
も
の
を
根
こ
そ
、
ぎ

盗
ま
れ
て
し
ま
う
ぞ
、
と
い
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
真
意
は
、
彼
の

説
法
は
暇
の
な
い
白
い
清
ら
か
な
玉
器
の
よ
う
で
そ
の
真
仮
を
見
分
け
る

人
は
少
な
い
だ
ろ
う
、
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
長
慶
は
「
眉
毛
は
生
え
て

い
る
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
言
葉
で
、
本
来
の
面
目
が
こ
こ
に
あ
る
と
賛

嘆
し
た
の
で
す
。

［
釈
意
］
こ
の
公
案
は
碧
巌
録
の
中
の
難
則
と
言
わ
れ
て
い
る
。
理
解
の
要
点

は
「
眉
毛
」
が
真
の
自
己
を
表
わ
し
て
い
る
と
知
る
こ
と
と
、
翠
巌
の
三

人
の
兄
弟
弟
子
保
福
、
長
慶
、
雲
門
の
コ
メ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す

る
か
で
あ
ろ
う
。
翠
巌
が
「
柄
の
眉
毛
は
ち
ゃ
ん
と
あ
る
か
」
と
聞
い
た

の
は
、
化
導
の
た
め
と
は
い
え
喋
り
す
ぎ
て
眉
毛
（
本
来
の
面
目
）

は
落
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ち
で
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
味
だ
と
思
わ
れ
る
。
保
福
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が
「
こ
の
盗
人
め
が
、
ビ
ク
ビ
ク
す
る
な

」

と
言
っ
た
の
は
保
福
は
翠
巌

の
煩
悩
・
妄
想
を
奪
い
取
る
働
き
を
見
て
、
自信
を
持
て
と
励
ま
し
た
と

人間文化

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
長
慶
の
「
眉
毛
は
生
え
て
い
る
じ
ゃ

な
い
か
」

と
い
う
言
葉
は
、
本
来
の
面
白
い
つ
も
あ
る
じゃ
な
い
か
、
と
ち三r
Eコ

っ

た
と

考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
雲
門
が
言
っ
た
「
関
」
が
問
題
で
あ
る
。

「
関
」

と
は
「
悟
り
へ
の
門
は
閉
め
ら
れ
た
。
こ
こ
が
通
れ
る
か
」
と
言
う
意
味

だ
と
解
釈
す
れ
ば
こ
の
公
案
の
全
体
像
は
捉
え
ら
れ
る
。
宗
峰
妙
超
も
、

関
山
慧
玄
も
こ
の
「
関
」
の
公
案
を
解
決
・
透
過
し
て
法
灯
を
継
い
だ
こ

と
で
有
名
で
あ
る
。
日
本
臨
済
禅
に
お
け
る
応
・
燈
・
闘
の
法
灯
は
この

公
案
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。

［
語象
］
【
翠
巌
】
令
参
は雪
峯
義
存
の
法
嗣
【
保
福
】
従
展

（7
1

九
二
八
）
。
こ
の
公

案
に
出
る
翠
巌
、
保
福
、
長
慶
、
雲
門
、
の
四
人
は
雪
峰
義
存
門
下
の
兄
弟
弟
子
。

四
人
は
ほ
ぼ
同
年
齢
だ
っ
た
よ
う

だ
が
翠
巌
が
一
番
若
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

【
眉
毛
】
仏
法
を
誹誇
す
る
と
眉
毛
が
落
ち
る
と
言
わ
れ
る
。
仏
法
は
言
説
を
超
え
た

も
の
で
あ
り
、
言
説
に
頼
れ
ば
仏
法
を
誹
誘
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
眉毛
と
い

う
言
葉
は
悟
り
の
本
体
と
し
て
の
父
母
未
生
以
前
の
本
来
の
面
白
（
H

真
の
自
己
H

下
層
脳
中
心
の
脳
）
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
【
賊
と
な
る
人
｝
盗
人
は
内

心
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
る

。
盗
人
は
賊
機
を
持
っ
た
翠
巌
を
さ
し
て
い
る
。
【長
慶
】
慧

稜
（
八
五
四1
九
三
二
）
。
【
生
ぜ
り
】
眉
毛
は
生
え
揃
っ
て
い
る
。
【
関
】
悟
り
へ
の

関
門
と
い
う
意
味
。

苦
手

L
H
H
J

晶
司
パ4，
ノ

日
口
ハ

越
州
四
門
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【
本
則
】

撃
。
僧
問
超
州

。

如
何
是
趨
州
。
州
云
。
東
門
西
門
南
門
北
門
。

［
訓
読
］
挙
す
。
僧

趨
州
に
問
う

、

如
何
な
る
か
是
れ
超
州
。
州
云
く
、
東

門
西
門
南
門
北
門
、
と

［
和
訳］
諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
あ
る
修
行
僧
が
趨州
従
誌
の
元
に
来
て

質
問
し
ま
し
た
。
趨
州
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
、

と
。
そ
れ
を
聞

い
て
越
州
は

趨
州
城
に
は
東
西
南
北
に
門
が
あ
り

ま
す

と
答
え
ま
し

た
。

［
釈
意
］
趨州
従
誌
は
趨
州
城
に
住
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
僧
は
、
人と
地
名
と

を
ひ
っ
か
け
て
質
問
し
た
。
世
の
人
は
自
分
の
城
を
作
り

、

中
に
こ
も
っ

て
四
苦
八
苦
し
て
い
る
。
で
は
自
縄
自
縛
を
開
放
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
、

と
。
趨
州
和
尚
そ
れ
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

東
西
南
北
に
門
が
あ
る
よ
う
に
、
出
入
り
は
自
由
自
在
だ
と
応
じ
て
い

る
。

換
言
す
れ
ば
、
人
は
誰
で
も
元
々
仏
と
し
て
真
実
の
中
に
い
る

、
と
示
し

た
の
で
あ
る
。

【頒
】句

裏
呈
機
努
面
来
。
燦
羅眼
絶
織
挨
。
東
西
南
北
門
相
封。無
限
輪
鎚
撃
開
。

［
訓
読
］
句裏
に
機
を
呈
し
て
努
面
に
来
る
。
燥
迦
羅
眼
繊
撲
を
絶
す
。
東
西



南
北
門
相
対
す
。
限
り
無
き
輪
鎚
撃
て
ど
も
開
け
ず
。

［
和
訳
］
雪
費
顕
和
尚
が
頒
に
い
い
ま
し
た
。
「
い
か
な
る
か
こ
れ
超
州
」
と
い

う
僧
の
質
問
に
は
、
場
所
と
人
（
趨
州
禅
師
）

の
二
つ
を
含
み

い
ず
れ

を
と
る
か
を
見
て
、
越
州
を
困
ら
せ
る
意
図
が
あ
り
ま
す
。
僧
は
そ
の
よ

う
な
難
問
を
真
っ
向
か
ら
趨
州
に
突
き
つ
け
ま
し
た
。
並
の
禅
僧
で
あ
れ

ば
そ
れ
に
引
っ
か
か
っ
て
戸
惑
う
で
し
ょ
う
が

趨
州
の
心
の
目
は
曇
り

の
な
い
悟
り
の
眼
で
す
。
趨
州
は
心
の
眼
で
僧
の
意
図
を
見
破
り
「
東
門

西
門
南
門
北
門
」
と
答
え
、
僧
が
提
示
し
た
難
関
に
対
応
し
ま
し
た
。
超

州
が
言
う
よ
う
に
、
借
り
へ
の
門
は
東
西
南
北
と
何
処
に
で
も
あ
り
、

つ
も
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
何
処
か
ら
も
入
れ
ま
す
が
、
悟
り
の
世
界
は
奥

深
く

い
く
ら
槌
を
振
り
回
し
て
こ
じ
開
け
よ
う
と
し
て
も
「
悟
り
の
世

界

へ
の
関
門
を
打
ち
破
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

［
釈
意
］
越
州
従
誌
は
河
北
省
西
部
の
趨
州
観
音
院
に
住
し
て
い
た
。
こ
の
僧

藤）

の
質
問
は
地
名
で
あ
る
超
州
に
関
す
る
質
問
な
の
か
、
禅
匠
と
し
て
の
趨

雪費頒古百則の研究（ー）（佐

州
の
禅
に
関
す
る
質
問
な
の
か
明
確
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
で
答
え
て
も
、

も
う
一
方
で
反
論
す
る
姑
息
な
質
問
と
い
え
る
。
そ
の
意
図
を
見
抜
い
て

い
る
趨
州
は
、
「
東
門
西
門
南
門
北
門
」
と
言
い
、
君
は
ど
ち
ら
を
取
る

か
ね
、
逆
に
提
示
し
た
と
い
え
る
。
地
名
と
し
て
の
趨
州
に
関
す
る
回
答

趨
州
城
に
は
「
東
門
、西
門
、
南
門
、
北
門
が
あ
る
よ
」

だ
と
す
る
と

と
言
っ
た
の
で
あ
り
、
禅
僧
と
し
て
の
趨
州
の
禅
に
関
し
て
な
ら
ば
、
「
禍

の
禅
に
は
東
門
、
西

門
南
門
、
北
門
と
い
ろ
ん
な
門
が
聞
い
て
い
る
か

ら
、
ど
こ
か
ら
で
も
遠
慮
な
く
入
っ
て
来
な
さ
い
」
と
な
る
。
と
す
る
な

ら
、
趨
州
の
示
唆
し
た
の
は
、
自
分
の
見
解
に
留
ま
る
限
り
悟
道
は
遠
い

と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
禅
の
本
義
か
ら
外
れ
た
こ
ざ
か
し
い
聞
い
に
、
僧

の
分
別
を
見
抜
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

、、

［
語
桑
］
【
越
州
】
従
詠
（
七
七
八1
八
九
七
）
唐
代
の
禅
者
。
南
泉
普
願
（
七
四
八
1

八
三
四
）
の
法
嗣
。
趨
州
観
音
院
に
住
ん
だ
の
で
越
州
和
尚
と
呼
ば
れ
る
。
【
句
裏
】

言
句
の
中
に
真
機
を
呈
示
す
る
こ
と
。
【
努
面
】
ま
つ
こ
う
か
ら
。
【
燦
羅
眼
】
ブ
ツ

ダ
の
八
十
種
好
の

一
つ
。
白
と
黒
の
蓮
華
の
花
弁
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と

邪
正
・
是

非
を
見
分
け
る
眼
。
【
繊
挨
】
塵

一
つ
な
く
清
ら
か
で
あ
る
。
【
鎚
】
槌
を
風
車
の
よ

う
に
振
り
回
し
て
も
、
の
意
。

第
十
則

睦
州
掠
虚

【
本
則
】

撃
。
睦
州
問
僧
。
近
離
甚
慮
。
僧
便
喝
。州
云
。
老
僧
被
汝
一
喝
。
僧
又

喝
。
州
云
。
三
喝
四
喝
後
作
麿
生
。
僧
無
語
。
州
便
打
云
。
這
掠
虚
頭
漢
。

［
訓
読
］
挙
す
。
睦
州

僧
に
問
う
。
近
離
甚
ん
の
処
ぞ
。
僧
便
ち
喝
す
。
州

云
く
。
老
僧
汝
に
一
喝
せ
ら
る
。
僧
又
喝
す
。
州
云
く
。
三
喝
四
喝
の
後

作
歴
生
。
僧
無
語
。
州
便
ち
打
っ
て
云
く
。
這
の
掠
虚
頭
の
漢
、
と

［
和
訳
］
諸
君
、よ
く
聞
き
な
さ
い
。
睦
州
道
雌
が
僧
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
こ
こ
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に
来
る
前
は
ど
こ
に
い
ま
し
た
か
」
と
。
僧
は
す
ぐ
さ
ま
「
喝
」
と
い
い



第四号

ま
し
た
。
睦
州
は
言
い
ま
し
た
。
「
納
が
あ
な
た
に
大
声
で
叱
ら
れ
た
」
と
。

僧
侶
は
さ
ら
に
怒
鳴
り
ま
し

た
。
睦
州
は
言
い
ま
し
た
。
「
三
回、

四
回

人間文化

も
怒
鳴
っ
た
後
、
ど
う
し
ま
す
か
」
と
。
僧
侶
は
何
も
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

睦
州
は
す
ぐ
に
打
っ
て
言
い
ま
し
た
。
「
こ
の
上
っ
面
だ
け
の
奴
め
」
と
。

［
釈
意
］
睦
州
道
雌
が
僧
侶
に
「
こ
こ
に
来
る
前
は
ど
こ
に
い
た
か
」
と
尋
ね

て
い
る
が
、
こ
れ
は
僧
侶
の
修
行
の
境
地
を
試
し
て
い
る
の
で
ある
。
僧

侶
は
す
ぐ
さ
ま
喝
と
応
じ
た
こ
と
か
ら
、
「
ど
こ
に
い
た
か
」
と
い
う
分

別
に
囚
わ
れ
て
は
い

な
い
よ

う
だ
が
、
そ
の
後
も
怒
鳴
っ
た
こ
と
か
ら
、

睦
州
が
怒
鳴
っ
た
後
の
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
僧
侶
は
何
も
言
え
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
分
別
を
離
れ
る
こ
と
に
執着
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、

悟
り
の
上
辺
だ
け
を
な
ぞ
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
睦
州

は
そ
れ
を
叱
っ
た
の
で
あ
る
。

【頒
】頒

云
。
雨
喝
輿
三
喝
。
作
者
知
機
愛
。
若
謂
騎
虎
頭
。
二
倶
成
膳漢
。
誰

膳
漢
。
拍
来
天
下
輿
人
看
。

［訓
読
］
煩
に
云
く
。
両
喝
と
三
喝
と
。
作
者
機
変を
知
る
。
若
し
虎
頭
に
騎

る

と
謂
わ
ば

一
一り
倶
に
膳
漢
と
成
ら
ん
。
誰
か
陪
漢
。
拍
じ
来
り
て
天

下
の
人
と
共
に
看
ん
。

［
和
訳
］
雪
貫
顕
和
尚
が
頒
に
い
い
ま
し
た
。二
回
、
三
回
と
応
じ
ま
し
た
。

作
家
は
臨
機
応
変
を
知
っ
て
い
ま
す
。
も
し
も
虎
の
頭
に
乗
る
と
言
う
の

な
ら
ば
、

二
人
そ
ろ
っ
て
真
実
を
見
抜
け
な
い

者
に
な
る
で
し
ょ
う

。
誰
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が
真
実
を
見
抜
け
な
い
者
な
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
こ
と
を

世
間
の
人
に

見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

［釈
意
］
こ
こ
で
は
僧
侶
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
「
作者
」

と
は
練
達

し
た
禅
匠
の
こ
と
で
、
も
し
も
練
達
し
た
禅
匠
が
二
回

、

三
回
と
叱
り
つ

け
る
な
ら

、

臨
機
応
変
に
行
う
と
い
う
こ
と
で
ある
。
僧
侶
は
二
度
、
睦

州
を
怒
鳴
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
で
虎
の
頭
に
乗
っ
た
よ
う
に
彼
を押
さ

え
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
い
る
の
な
ら

、

そ
れ
は
間
違
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
の
「
二
人
」
と
は
僧
侶
と

雪
量
重
顕
で
あ

り
、
「
僧
侶
だ
け
で
な
く
、
自分
も
間
違
え
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

［
一
訪
問
実
］
｛
睦
州
｝

陸
州
道
般

（
不
詳
）
の
こ
と
。
道
明
と
も
。
黄
祭
希
運
の嗣
で
、
雲

門
文
僅
（八
六
四
1

九
四
九
）
を
接
化
し
た
。
【
近
離
甚
慮】
こ
こ

に
来
る
前
は
ど
こ

に
い
た
か
、
と
い
う
意
味
の
俗
語
。
古
来
か
ら
禅
僧
の
修
行
の
境
地
を
験
す
る
た
め

に
、
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た。

｛無
語
】
何
も
言
わ
な
い
こ
と
。

【掠
虚
頭
漢
】
わ
か
っ

た
ふ
り
を
し
て
い
る
禅
者
を
罵
倒
す
る
為
に
用
い
る
。
【陪
漢
】
真
実
を
見
抜
く
目
を

持
た
な
い
者
の
こ

と
。

第
十
一
則

黄
葉
酒
糟

【
本
則
｝

翠
。
黄
紫
示
衆
云
。
汝
等
諸
人
。
壷
是
唾
酒
糟
漢
。
態
膝
行
脚
。
何
慮
有



今
日
。
還
知
大
唐
園
裏
無
騨
師
慶
。
時
有
僧
出
云
。
只
如
諸
方
匡
徒
領
衆
。

又
作
歴
生
。
柴
云
。
不
道
無
稿
料
。
只
是
無
師
。

［
訓
読
］
挙
す
。
黄
葉
衆
に
示
し
て
云
く
。
汝
等
諸
人

尽
く
是
れ
唾
酒
糟

の
漢
な
り
。
患
腰
に
行
脚
せ
ば
、
何
処
に
か
今
日
有
ら
ん
や
。
還
た
大
唐

国
裏
に
禅
師
無
き
こ
と
を
知
る
や
、
と
。
時
に
僧
有
り
出
で
て
云
く

。
只

だ
諸
方
の
徒
を
匡
し
衆
を
領
す
る
が
如
き
は

又
作
歴
生
。
紫
云
く
、
禅

無
し
と
は
道
わ
ず
。
只
だ
固
定
れ
師
無
し
。

〔
和
訳
］
諸
君
、よ
く
聞
き
な
さ
い
。
黄
葉
希
運
が
修
行
僧
に
示
し
て
言
い
ま

し
た
。
「
あ
な
た
方
は
皆
、
酒
糟
を
食
べ
て
い
る
者
で
す。
こ
の
よ
う
に

各
地
を
遍
歴
し
て
ま
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
、
ど
こ
か
に
悟
入
の
日
が
来
る

と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
唐
朝
に
は
徳
の
高
い
禅
僧
が
い
な
い
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」
と
。
そ
の
時
、
僧
が
進
み
出
て
言
い
ま
し
た
。
「
で

は
、
あ
ち
こ
ち
で
弟
子
を
指
導
し
、
大
衆
を
率
い
て
い
る
人
は
、
ど
う
な

藤）

の
で
し
ょ
う
か
」
と
。
黄
祭
は
言
い
ま
し
た
。
「
坐
禅
が
無
い
と
は
言
い

雪費頒古百則の研究（→（佐

ま
せ
ん
。
た
だ
、
正
し
い
指
導
者
が
い
な
い
の
で
す
」
と
。

［
釈
意
〕
黄
紫
希
運
が
学
人
に
対
し
て
説
法
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
「
酒
糟
を
食
べ
る
者
」
と
い
う
の
は
、
酔
っ
払
っ
た
者
か
ら

転
じ
て
、
物
事
の
真
義
を
理
解
で
き
て
い
な
い
、
仏
法
を
中
途
半
端
に
理

解
し
て
自
己
満
足
に
浸
っ
て
い
る
者
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
し
て
、
唐

王
朝
に
は
こ
の
よ
う
な
者
ば
か
り
な
の
を
、
行
脚
す
れ
ば
知
る
こ
と
に
な

る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
黄
葉
は
僧
の
聞
い
に
対
し
て
、
真

の
指
導
者
が
い
な
い
と
い
っ
て
い
る
。

【
頒
】頒

云
。
濠
濠
孤
風
不
自
誇
。
端
居
嚢
海
定
龍
蛇
。
大
中
天
子
曾
軽
鯛
。
三

度
親
遭
弄
爪
牙
。

［
訓
読
］
煩
に
云
く
。
漂
濠
た
る
弧
風
自
ら
誇
ら
ず
。
震
海
に
端
居
し
て
龍
蛇

を
定
む
。
大
中
天
子
曾
て
軽
触
す
。
三
度
親
し
く
爪
牙
を
弄
す
る
に
遭
ふ
。

［
和
訳
］
雪
由貿顕
和
尚
が
頒
に
い
い
ま
し
た
。
堂
々
と
し
た
立
派
な
態
度
と
は
、

自
分
を
誇
ら
な
い
こ
と
で
す
。
仏
の
世
界
に
い
て
龍
や
蛇
を
鎮
め
て
い
ま

す
。
以
前
に
宣
宗
皇
帝
は
触
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
三
回
、
直
接
爪
と

牙
で
弄
ば
れ
る
と
い
う
自
に
遭
い
ま
し
た
。

［
釈
意
］
こ
こ
で
は
黄
葉
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
黄
葉
は
対
比
で
き
る
存
在

す
ら
な
い
孤
高
の
禅
者
で
、
堂
々
と
し
た
立
派
な
態
度
を
取
り
自
ら
を

誇
る
こ
と
も
な
い
と
し
た
。
仏
の
世
界
に
い
る
と
い
う
の
は
、
天
下
に
座

を
構
え
る
禅
の
指
導
者
と
い
う
意
味
で
、
龍
と
蛇
は
優
れ
た
者
と
凡
庸
な

者
の
比
喰
で
あ
る
。
宣
宗
皇
帝
は
そ
の
黄
葉
に
触
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
塩
官
の
会
中
で
黄
葉
に
反
論
し
、
三
回
打
た
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

〔
一
訪
問
裳
］
【
黄
葉
】
黄
祭
希
運
（
不
詳
）
の
こ
と
。
唐
代
の
禅
僧
で
黄
葉
宗
の
開
祖
。
【
唾

酒
糟
漢
】
酒
糟
を
食
べ
る
者
と
い
う
意
味
。
転
じ
て
他
人
の
言
説
ば
か
り
追
い
か
け
て
、
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第四号

真
義
を
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
者
を
軽
蔑
し
て
一
言
う
一
言
葉
。
【
行
脚
】
僧
が
修
行
の
た

め
に
諸
国
を
歩
き
ま
わ
る
こ
と
。
【
孤
風
】
比
較
す
る
も
の
の
無
い
優
れ
た
さ
ま
。
【
大

中
天
子
】
唐
の
宣
宗
皇
帝
の
こ
と
。

人間文化

第
十
二
則

洞
山
麻
三

【
本
則
】

製
一40
僧
問
洞
山
。
如
何
是
悌
。
山
云
。
麻
三
斤
。

［
訓
読
］
挙
す
。
僧
洞
山
に
問
う
。
如
何
な
る
か
是
れ
仏
。

山
云
く
、
麻
三
斤
。

［
和
訳
］
諸
君
よ
く
聴
き
な
さ
い
。
一
人
の
僧
が
洞
山
守
初
に
尋
ね
ま
し
た
。

仏
と
は
何
で
す
か
。
洞
山
が
答
え
ま
し
た
。
目
方
が
三
斤
の
麻
糸
で
す
。

［
釈
意
］
雲
門
宗
の
家
風
は
「
雲
門
天
子
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
寄
り
つ
き

難
い
ほ
ど
高
貴
な
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
中
で
も
此
の
則
は
、
簡
素
に
し

て
難
解
な
一
則
で
あ
る
。
仏
が
麻
三
斤
で
あ
る
、と
言
っ
て
そ
れ
で
終
わ

り
な
の
で
は
な
く
再
び
問
い
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
麻
三
斤
」
は
袈

裟
一
一
屑
分
に
相
当
す
る
。
麻
三
斤
を
重
り
と
し
て
天
秤
棒
で
量
ら
れ
て
い

た
の
は
、

そ
の
麻
三
斤
と
向
き
合
っ
て
い
る
私
自
身
に
ほ
か
な
ら
ず
、

ず
か
ら
の
修
行
に
よ
っ
て
、
自
分
を
二
屑
の
袈
裟
（
仏
）
に
仕
立
て
る
べ

き
と
示
し
て
い
る
。

【
頒
｝頒

云
。
金
烏
急
。
玉
兎
速
。
善
腰
何
曾
有
軽
鯛
。
展
事
投
機
見
洞
山
。
肢

驚
盲
亀
入
空
谷
。
花
族
族
錦
族
議
。
南
地
竹
今
北
地
木
。
困
思
長
慶
睦
大18 

夫
。
解
道
合
笑
不
合
突
。
暁
。

［
訓
読
］
頒
に
云
く
。
金
烏
急
ぎ
、玉
兎
速
や
か
な
り
。
善
応
何
ぞ
曾
て
軽
触

有
ら
ん
。
展
事
投
機
に
洞
山
を
見
ば
。
肢
篭
盲
亀
空
谷
に
入
る
。
花
藤
藤

錦
藤
張
。
南
地
の
竹

北
地
の
木
。
因
っ
て
思
う
長
慶
と
睦
大
夫
。
道
う

を
解
す
笑
う
合
し
突
く
合
か
ら
ず
と
。
嘆
。

［
和
訳
］
雪
賓
顕
和
尚
が
煩
に
い
い
ま
し
た
。
太
陽
と
月
と
が
素
早
く
入
れ
替

わ
る
よ
う
に
、
洞
山
の
答
え
に
は
ど
こ
に
も
引
っ
掛
か
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

洞
山
が
言
葉
を
使
っ
て
真
実
を
示
し
た
と
で
も
思
っ
た
ら
誤
り
で
す
。
花

は
錦
と
な
っ
て
咲
き
乱
れ
、
南
に
は
質
の
良
い
竹
、
北
に
は
良
い
木
が
い
っ

ば
い
な
の
が
分
か
ら
な
い
の
で
す
か
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
長
慶
と
陸
百
一

は
よ
く

一言
っ
た
も
の
で
す
。
笑
う
の
だ
、
泣
く
じ
ゃ
な
い
。
と
。

［
釈
意
］
雪
賓
は
、
太
陽
と
月
で
時
の
流
れ
を
示
し
、
寸
暇
を
惜
し
ん
で
修
行

す
べ
き
と
示
し
た
。
花
、
竹
、
木
を
も
っ
て
ど
こ
も
か
し
こ
も
仏
の
世
界

で
あ
る
こ
と
を
表
し
た
。
こ
の
僧
は
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
が
僧
も
仏
で

み

あ
る
の
で
あ
る
。
と
長
慶
大
安
と
陸
亘
の
会
話
を
引
用
し
て
示
し
た
。

［
語
集
］
本
則
は
『
伝
灯
録
』
巻
二
十
二
「
双
泉
師
寛
」
輩
、
『
会
元
』
巻
十
五
及
び
『
古

尊
宿
語
録
』
巻
三
十
八
「
洞
山
守
初
」
章
に
見
え
る
。
【洞
山
】
洞
山
守
初
。
九
一
0

1

九
九
O
。
雲
門
文
値
の
法
嗣
。
湖
北
省
裏
州
の
洞
山
に
住
し
た
。
【
金
烏
急
。
玉
兎
速
】

光
陰
矢
の
如
し
。
洞
山
の
麻
三
斤
の
応
答
の
素
早
し
さ
を
日
月
の
移
り
変
わ
り
の
速



さ
に
警
え
た
旬
。
「
金
鳥
」
は
、
太
陽
の
別
名
。
太
陽
の
中
に
三
本
足
の
烏
が
住
ん
で

い
る
と
い
う
伝
説
に
依
る
。
「
玉
免
」
は
、
月
の
異
名
。
【
花
族
族
】
花
が
群
生
し
て

咲
き
乱
れ
る
さ
ま
。
【
長
慶
】
長
慶
大
安
。
七
九
三
1

八
八
三
。
南
泉
普
願
の
法
鯛
。
【
陸

太
夫
】
陸
百一。
七
六
四
1

八
三
回
。
南
泉
門
下
の
居
士
で
、
御
史
大
夫
と
な
る
。
【
解
道
】

言
う
こ
と
が
で
き
る
の
意
。
現
代
語
の
「
会
」
に
相
当
し
、
可
能
の
意
を
表
す
助
動
詞
。

【
嘆
】
感
嘆
詞
で
あ
り
、
宗
教
的
意
味
を
持
つ
。

第
十
三
則

巴
陵
銀
椀

｛
本
則
】

撃
。
僧
問
巴
陵
。
如
何
是
提
婆
宗
。
巴
陵
云
。
銀
椀
裏
盛
雪
。

［
訓
読
］
挙
す
。
僧
巴
陵
に
問
う
。
如
何
な
る
か
是
れ
提
婆
宗
。
巴
陵
云く

銀
椀
裏
に
雪
を
盛
る
。

［
和
訳
］
諸
君
、よ
く
聞
き
な
さ
い
。

一
人
の
僧
が
巴
陵
顛
鑑
に
尋
ね
ま
し
た
。

迦
那
提
婆
尊
者
の
宗
旨
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
巴
陵
は

答

藤）

え
ま
し
た
。
銀
の
椀
に
雪
を
盛
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
分
別
で
と
ら
え
て

雪費頒古百則の研究←）（佐

は
い
け
ま
せ
ん
。

［
釈
意
］
提
婆
宗
と
は
三
論
宗
の
こ
と
で
あ
る
。
提
婆
は
龍
樹
に
よ
っ
て
仏
に

帰
依
し
、
空
と
中
道
を
説
い
た
。
銀
椀
に
雪
を
盛
る
と
は
、
第
一
義
諦
の

平
等
と
、
世
俗
諦
の
区
別
は
一
体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
真
理
の

裏
付
け
が
あ
っ
て
現
実
世
界
が
存
在
し
、
現
実
の
肯
定
は
真
理
に
よ
っ
て

な
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
。

｛
頒
｝煩

云
。
老
新
開
。
端
的
別
。
解
道
銀
椀
裏
盛
雪
。
九
十
六
箇
応
自
知
。
不

知
却
問
天
辺
月
。
提
婆
宗
。
提
婆
宗
。
赤
旗
之
下
起
清
風
。

［
訓
読
］
頒
に云
く
。
老
新
開
、
端
的
別
な
り
。
道
う
こ
と
を
解
す

銀
椀
裏

に
雪
を
盛
る
と
。
九
十
六
箇
応
に
自
知
す
ベ
し
。
知
ら
ず
ん
ば
却
っ
て
天

辺
の
月
に
問
え
。
提
婆
宗
。
提
婆
宗
。
赤
幡
の
下

清
風
を
起
こ
す
。

［
和
訳
］
雪賓
顕
和
尚
が
煩
に
い
い
ま
し
た
。
新
開
院
の
巴
陵
和
尚
は
立
派
な

方
で
す
。
「
銀
椀
に
雪
を
盛
る
」
と
は
、
ま
こ
と
に
見
事
な
答
え
で
す
。

仏
教
以
外
の
教
え
を
奉
ず
る
九
十
六
種
の
人
た
ち
も
自
ら
悟
る
と
こ
ろ
が

あ
る
で
し
ょ
う
。
悟
れ
な
け
れ
ば
天
の
月
に
尋
ね
な
さ
い
。
提
婆
宗
よ
。

提
婆
宗
よ
。
イ
ン
ド
で
は
宗
論
に
勝
っ
た
者
が
赤
い
旗
を
た
て
る
と
い
い

ま
す
が
、
九
十
六
種
の
仏
教
を
信
じ
な
い
人
を
論
破
し
て
仏
法
を
挙
揚
し

て
い
ま
す
。

［
釈
意
］
仏
道
の
人
に
と
っ
て
も
、
仏
法
以
外
の
教
え
を
奉
ず
る
人
々
に
と
っ

て
も
、
こ
の
世
界
に
存
在
し
て
い
る
事
実
は
共
通
で
あ
り
、
す
べ
て
が
移

り
変
わ
る
こ
と
も
真
実
で
あ
る
。
仏
法
を
信
じ
な
い
人
達
も
真
実
を
外
に

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
議
論
に
勝
っ
た
と
い
っ
て
赤
い
旗
を
立
て
る
が
、

仏
法
は
論
破
し
た
相
手
さ
え
も
救
う
の
で
あ
る
。

［
語
嚢
］
こ
の
則
は
、
『
会
要
』
巻二
六
、
『
会
元
』
巻
一
五
、
『
禅
門
拾
頒
集
』
巻
二
七

な
ど
参
照
。
【
巴
陵
｝
巴
陵
頴
鍛
。
生
没
年
不
詳
。
五
代
・
宗
初
の
人
。
雲
門
文
僅
の
19 



第四号

法
嗣
。
岳
州
巴
陵

（湖
南
省
岳
陽
）
の
新
開
寺
に
住
す
。
雲
門
宗
は
一言
句
に
よ
る
教

示
を
得
意
と
す
る
が
、
中
で
も
巴
陵
は

「
鑑
多
口
」
と言
わ
れ
る
よ
う
に
こ

の
点
で

優
れ
て
い
た
。
【
提婆
宗
】提
婆
は
龍
樹
の
法
嗣
・
迦
那提
婆
の
こ
と
。

『
百
論』
の
著
者
。

禅
宗
で
は
西
天
第
十
五
祖
と
す
る
。
【
端
的
】
そ
の
も
の
ず
ば
り
、
究
極
の
意
。
【
九

十
六
種
外
道
】
釈
尊
の
時
代
、
イ
ン
ド
で
行
わ
れ
て
い
た
仏
教
以
外
の
諸
宗
教
の
総
称
。

実
際
は
概
数
を
挙
げ
た
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。

｛仏
教
を
信
じ
な
い
人
】
下
道
。
【九

十
六
箇
応
自
知
】
「
銀
椀
裏
盛雪
」
と
い
う
巴
陵
の
言
葉
で
、
九
十
六
種
外
道
は
釈
尊

の
時
代
・
イ
ンド
で
行
わ
れ
て
い
た
仏
教
以
外
の
諸
宗
教
の
総
称
。
実
際
は
概数
を

参
げ
た
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。

人間文化

第
十
四
則

雲
門
対
一
説

【
本
則
｝

響
。
僧
問
雲
門
。
如
何
是
一
代
時
教
。雲
門
云
。
封
一
説
。

［
訓
読］
挙
す
。
僧

雲
門
に
問
う
。
如
何
な
る
か
是
れ

一代
時
教
。
雲
門
云
く

対
一
説
。

［
和訳
］
諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
あ
る
僧
が
雲
門
文
優
に
尋
ね
ま
し
た
。「釈

尊
が
一
生
の
聞
に
説
か
れ
た
教
え
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
」
と
。
雲

門
は

「
そ
の
時
々
に
応
じ
て
説
か
れ
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

［釈
意
］
修
行
僧
は
釈
尊
が
説
い
た
教
え
の
内
容
を
尋
ね
た
が
、
対
す
る
雲
門

は
内
容
で
は
な
く

ど
の
よ
う
に
教
え
を
伝
え
た
か
と
い
う
方
法
を
答
え

た
。
「
対
一
説
」
は
対
機
説
法
の
こ
と
で
あ
り

一
人
ひ
と
り
の
力
量
や

状
況
に
応
じ
て
導
く
こ
と
か
ら

一
様
に
は
言
い
切
れ
な
い
こ

と
を
表
し

20 

て
い
る
。
ま

た
、
言
葉
は
違え
ど
も

教
え
の
根
底
に
流
れ
る

釈
尊
の
思
想
、

人
々
を
苦
悩
か
ら
救
い
た
い
と
い
う

思
い
は
一
貫
し
て
い
る
と

い
う
こ
と

が
で
き
る
。

【頒
｝封

一
説
。

太
孤
絶
。
無
孔
鍛
鎚
重
下
模
。
閤
浮
樹
下
笑
阿
阿
。

昨
夜
腫
龍

助
角
折
。
別
別
。
韻
陽
老
人
得

一
一概
。

〔
訓
読］
対
一
説

太
だ
弧
絶
。
無
孔
の
鉄
鎚
に
棋
を重
下
す
。
閤
浮
樹
下
に

阿
阿
と
笑
う
。

昨
夜

聴
龍
角
を
助
じ
折
ら
る
。
別
な
り
別
な
り
。

韻
陽

老
人

一
一概
を
得
る。

［和
訳
］
雪
賓
顕
和
尚
が
頒
に
い
い
ま
し

た
。
対
一
説
と
答
え
た
雲
門
和
尚
の

悟
境
は

、

比
類
な
い
ほ
ど
優
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は穴
の
な
い
金
槌
に
模

を
打
ち
込
む
よ
う
で
す
。
閤
浮
提
に
あ
る
大
樹
の
下
で笑
っ
て
い
ま
す
。

昨
夜
に
は
聴
竜
の
角
を
折
って
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
庁
ま
い
は
別
格
で

す
。
雲
門
和
尚
は
模
を
も
っ
て
い
ま
す
。

〔
釈意
］
対
機
説
法
は
非
常
に
優
れ
た
教
化
の
手
段
で
あ
る
。
そ
う
答
え
た
雲

門
は
対
機
説
法
と
い

う
釈
尊
の
使
っ
た
金
槌
を
手
に
持
っ

て
、
仏
法
の
真

髄
と
い
う
模
を
弟
子
に
打
ち
込
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る。
対
一
説
と

は

一
見
す
る
と
多
く
の
枝
葉
が
広
が
る
森
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
、
実

は

一
本
の
閤
浮
樹
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
黒
龍
の
よ
う
な



煩
悩
を
も
軽
く
ね
じ
伏
せ
る
そ
の
手
腕
は
別
格
で
あ
り
、
雪
賓
は
雲
門
を

高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る

［
語
嚢
］
【
雲
門
】
雲
門
文
僅
（
八
六
四
ら
九
四
九
）
。
雪
降
義
存
の
法
嗣
で
あ
り
、
五
家

七
宗
の
ひ
と
つ
雲
門
宗
の
祖
。
伝
灯
録
に
は
彼
の
法
嗣
に
六
十
一
人
あ
る
と
し
、
そ

の
宗
風
を
広
め
た
。
【
封
一
説
】
対
機
説
法
の
よ
う
に
一
人

一
人
の
状
況
や
問
題
に

よ
っ
て
教
え
を
変
え
た
こ
と
。
【
閤
浮
樹
】
閣
浮
提
に
あ
る
想
像
上
の
大
木
。
広
大
な

森
の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
一
本
の
木
で
あ
っ
た
と
い
う
逸
話
か
ら
。
【
麟
龍
】
黒
い

鱗
の
龍
。
顎
の
下
に
貴
重
な
珠
を
持
っ
て
い
る
と
も
さ
れ
、
入
手
す
る
の
に
大
変
危

険
が
伴
う
こ
と
を
指
す
。
【
韻
陽
老
人
】
雲
門
の
こ
と
。
詔
州
で
南
漢
劉
氏
の
帰
依
を

う
け
、
雲
門
山
光
泰
禅
院
を
聞
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

第
十
五
則

雲
門
倒
一
説

【
本
則
】

撃
。
僧
問
雲
門
。
不
是
目
前
機
。
亦
非
目
前
事
時
如
何
。
門
云
。
倒
一
説
。

藤）

［
訓
読
］
挙
す
。
僧
雲
門
に
問
う
。
是
れ
目
前
の
機
に
非
ず
。
亦
た
目
前
の

雪費頒古百則の研究（ー）（佐

事
に
非
、
ざ
る
時
如
何
。
門
云
く
。
倒
一
説
。

［
和
訳
］
諸
君
、よ
く
聞
き
な
さ
い
。
僧
が
雲
門
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
目
の
前
に

働
き
と
い
う
も
の
が
な
く
、
ま
た
、
顕
在
し
て
い
る
現
象
が
無
い
と
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
」
と
。
雲
門
は
「
教
え
を
ひ
っ
く
り
返
し
て

い
る
」
と
言
い
ま
し
た
。

［
釈
意
］
目
前
の
機
と
は
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
と
い
う
五
感
で
と
ら
え
ら
れ

る
世
界
に
お
け
る
様
々
な
働
き
と
い
え
る
。
一
方

そ
の
働
き
が
作
用
し

て
顕
現
す
る
事
柄
、
諸
法
を
指
す
言
葉
が
目
前
の
事
で
あ
る
。
僧
は
原
因

と
結
果
で
織
り
な
す
世
界
の
果
て
、
因
果
応
報
を
超
越
し
た
先
に
果
た
し

て
何
が
あ
る
の
か
と
尋
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
雲
門
は
「
倒

一
説
」
と
答
え
、
僧
の
誤
っ
た
理
解
を一
語
で
正
し
て
い
る
。
目
の
前
に

現
れ
た
「
機
」
や
「
事
」
と
い
う
現
象
を
否
定
し
尽
く
す
こ
と
で
仏
法
の

真
理
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
因
果
・
縁
起
そ
の
も
の
こ
そ
釈
尊

の
教
え
で
あ
る
。
雲
門
は
僧
の
問
い
を
生
み
出
し
た
こ
う
し
た
認
識
が
、

ひ
っ
く
り
返
り
、
転
倒
し
て
い
る
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。

【
頒
】頒

云
。
倒
一
説
。
分
一
節
。
同
死
同
生
矯
君
訣
。
八
寓
四
千
非
鳳
毛
。
三

十
三
人
入
虎
穴
。
別
別
。
擾
擾
勿
勿
水
裏
月
。

［
訓
読
］
頒
に
云
く
。
倒
一
説
。
分
一
節
。
同
死
同
生
君
が
為
に
訣
す
。
八

四
千
万
も
鳳
毛
に
非
ず
。
三
十
三
人
虎
穴
に
入
る
。
別
な
り
別
な
り
。
擾

擾
勿
勿

水
裏
の
月
。

［
和
訳
］
雪
貫
顕
和
尚
が
頒
に
い
い
ま
し
た
。
倒
一
説
と
は
ぴ
た
り
と
言
い
当

て
て
い
ま
す
。
生
死
を
君
た
ち
と
共
に
す
る
覚
情
が
で
き
て
い
ま
す
。
八

万
四
千
の
仏
弟
子
達
に
鳳
風
の
羽
は
生
え
て
い
ま
せ
ん
。
三
十
三
人
の
祖

師
方
は
虎
穴
に
入
っ
た
人
々
で
す

。
誠
に
別
格
で
す
。
水
面
に
映
る
月
が
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。



第四号

［
釈
意
〕
雲
一
門
和
尚
を
賞
賛
す
る
言
葉
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
「
分
一
節
」
と
は

一
本
の
割
ら
れ
た
竹
の
節
が
も
う
片
方
の
節
と
一
致
す
る
よ
う
に
、
僧
の

人間文化

聞
い
対
す
る
答
え
を
導
き
出
し
た
雲
門
の
力

量
を
讃
え
る
言
葉
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
手
段
は
弟
子
に
対
し
て
真
剣
に
向
き
合
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ

当
意
即
妙
に
表
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
人
々
が
釈
尊
の
教
え
の
下
で

研
鑓
を
積
ん
で
き
た
が
、
仏
法
の
真
髄
に
迫る
こ

と
が
で
き
た
の
は

一
握

り
で
あ
る
。
摩
詞
迦
葉
か
ら
慧
能
ま
で
の
三
十
三
人
の
祖
師
た
ち
は
虎
穴

に
入
る
よ
う
な
覚
悟
を
持
っ
て
仏
教
の
深
奥
に
分
け
入
り
、
結
果、
悟
入

を
果
た
し
た
。
そ
う
し
た
祖
師
が
た
は
言
う
ま
で
も
な
く
別
格
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
の
雲
門
も
ま
た
格別
の
対
応
を
し
た
と
讃
え
て
い
る
。
水
面
に
映

る
月
が
揺
れ
る
様
は
種
々
の
働
き
に
よ
っ
て
事
物
が
変
化
す
る
こ
と
を
意

味
し
、
不
変
の
実
体
が
な
い
こ
と
こ
そ
実
相
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

［
語嚢
］
【
倒
一
説
】
倒
は
ひ
っ
く
り
返
す
、
逆
さ
ま
の
意
。
こ
こ
で
は
弟
子
が
縁
起
の

教
え
を
取
違
え
て
い
る
こ
と
を
叱
略
す
る
意
味
合
い
で
使
わ
れ
る
。
【
分一節
】
分
か

れ
た
も
の
が
ぴ
た
り
と

一
致
す
るこ
と
。
【
同
死
同生
】
同
じ
人
生
を
生
き
、
死
を
共

に
す
る
こ
と
。

【
鳳毛
】
鳳
嵐
の
羽
を
指
し
、
傑
出
し
た
人
物
を
指
す
。
｛三
十
三
人
】

摩
詞
迦
葉
か
ら
二
七
人
の
祖
師
と
達
磨
か
ら
慧
能
ま
で
の
祖
師
、
合
わ
せ
て
三
十
三

人
を
指
す
。
【
擾
擾忽
忽
】
し
き
り

に
動
く
様
子
。

第
十
六
則

鏡
清
草
裏
漢

【本
則
】

翠
。
僧
問
鏡
清
。
挙
人
略
。
請
師
啄
。
清
云
。
還
得
活
也
無
。
僧
云
。
若
22 

不
活
遭
人
怪
笑
。
清
云
。
也
是
草
裏
漢
。

［
訓
読
〕挙
す
。
僧

鏡
清
に
問
う
。
学
人
略
す
。
請
う
師
の
啄
す
る
を
。
清

云
く
。
還
っ
て
活
を
得
る
や
無
し
ゃ
。
僧
云
く
。
若
し
活
せ
ず
ん
ば
人

怪
笑
せ
ん
。
清
云
く
。
也
た是
れ
草
裏
の
漢
。

［
和
訳
］
諸
君
、よ
く
聞
き
な
さ
い
。
あ
る
僧
が
鏡
清
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
禍
が

殻
の
内
側
か
ら
突
っ
つ
き
ま
す
の
で

、

外
か
ら
叩
い
て
い
た
だ
け
ま
す
か
」

と
。

鏡
清
は

「
そ
う
す
れ
ば
生
ま
れ
る
の
で
す
か
」
と
言
い
ま
し
た
。
僧

は
「
も
し
生
ま
れ
な
け
れ
ば
人
々
の
笑
い
種
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
言
い

ま
し
た

。
鏡
清
は
言
い
ま
し
た
。
「
あ
な
た
は
草
む
ら
で
う
ろ
つ
い
て
い

る
だ
け
で
す
L

と
。

［
釈意
］
障
は
雛
が
卵
か
ら
醇
化
す
る
際
に
殻
を
内
側
か
ら
突
く
動
作
を
表
す
。

啄
は
そ
れ
を
見
計
ら
い
、
外
か
ら
殻
を
突
く
こ
と
で
あ
る
。
禅
宗
で
は
弟

子
が
修
行
を
重
ね
、
心
境
も
充実
し
た
こ
と
を
師
家
が
見
抜
い
て
手
助
け

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
活
を
得
る

と
は
悟
っ
て
本
来
の
面
目
が
現
れ
る

こ
と
を

意
味
し
、
僧
は
機
が
熟
し
た
と
し
て
自
信
を
も
っ
て
師
に
対
し
た
。

し
か
し
、
時
啄
同
時
を
師
に
持
ち
掛
け
る
よ
う
で
は
、
例
え
師
が
応
え
た

と
し
て
も
程
度
は
知
れ
て
い
る
。
鏡
清
は
突
い
て
や
る
事
は
良
い
が
、
殻

を
破
る
に
相
応
し
い
人
間
た
りえ
て
い
る
の
か
と
念
を
押
し
た
。
鏡
清
の

言
葉
は
僧
の
自
尊
心
を
見
抜
い
た
発
言
で
あ
り
、
人
と
し
て
の
姿
は
し
て



い
る
け
れ
ど
も
、
魂
は
ま
だ
生
ま
れ
出
る
前
の
状
態
で
草
葉
の
陰
で
漂
っ

て
い
る
と
断
じ
て
い
る
。

【
頒
｝頒

云
。
古
例
有
家
風
。
封
揚
遭
庇
剥
。
子
母
不
相
知
。
是
誰
同
時
啄
。
啄

賛
。
猶
在
殻
。
重
遭
撲
。
天
下
禍
僧
徒
名
遡
。

［
訓
読
］
頒
に
云
く
。
古
仏
に
家
風
有
り
。
対
揚
し
て
毘
剥
に
遭
う
。
子
と
母

相
知
ら
ず
。
是
れ
誰
か
同
じ
く
昨
啄
せ
ん
。
啄
し
覚
せ
ど
、
猶
お
殻
在
り
。

重
ね
て
撲
に
遭
う
。
天
下
の
柄
僧

徒
に
名
遡
す
。

［
和
訳
］
雪
貰
顕
和
尚
が
頒
に
い
い
ま
し
た
。
祖
師
達
の
指
導
に
は
そ
れ
ぞ
れ

特
色
が
あ
り
ま
す
。
対
応
を
誤
れ
ば
上
っ
面
を
剥
ぎ
取
ら
れ
ま
す
。
子
と

母
は
知
ら
ず
に
殻
を
突
く
の
で
あ
り
、
誰
が
同
時
に
突
い
て
い
る
と
思
う

で
し
ょ
う
か
。
外
か
ら
突
か
れ
で
も
殻
の
中
に
い
ま
す
。
ま
た
叩
か
れ
ま

し
た
。
世
間
の
修
行
僧
は
無
闇
に
悟
入
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

藤）

［
釈
意
〕
禅
門
に
入
り
自
己
を
確
立
し
た
僧
達
は
表
現
や
応
対
の
差
こ
そ
あ
れ
、

雪費頒古百則の研究（ー）（佐

み
な
絶
対
の
自
覚
を
備
え
て
い
る
。
対
揚
と
は
師
の
説
法
に
対
し
て
自
ら

の
境
地
を
表
明
す
る
こ
と
を
指
す
。
ま
た
、
鹿
剥
と
は
相
手
を
非
難
し

面
皮
を
剥
、
ぎ
取
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
が
、
執
着
に
捕
わ
れ
た
自
分
を

打
破
す
る
こ
と
に
解
釈
で
き
る
。
師
と
弟
子
の
振
る
舞
い
か
ら
自
然
に
導

か
れ
る
も
の
が
悟
り
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
ら
も
求
め
る
物
で
は
な
い
。
鏡

清
が
突
い
て
殻
を
破
っ
て
も
、
弟
子
の
禅
機
と
は
一
致
し
な
か
っ
た
た
め

殻
が
残
り
。
ま
た
突
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
多
く
の
僧
が
誤
つ

た
自
信
に
よ
っ
て
殻
か
ら
抜
け
出
せ
ず
に
い
る
の
で
あ
る
。

［
語
嚢
］
【
鏡
清
】
鏡
清
道
悠
（
八
六
八1
九
三
七
）
。
雪
峰
義
存
の
法
嗣
で
雲

門
文
僅
の
兄
弟
弟
子
に
あ
た
る
。
【
怪
笑
】

【
草
裏
漢
｝
う
ら
ぶ
れ
る

落
ち
ぶ
れ
る
こ
と
。
｛
封
揚
｝
宗
旨
を
宣
言
す
る
こ
と
。
【
毘
剥
】
非
難
し
、

面
皮
を
剥
ぎ
取
る
こ
と
。
【
名
遡
】
名
声
を
遠
く
ま
で
響
か
せ
る
こ
と
。

第
十
七
則

香
林
西
来
意

【
本
則
】

撃
。
僧
問
香
林
。
如
何
是
祖
師
西
来
意
。
林
云
。
坐
久
成
発
。

［
訓
読
］
挙
す
。
僧
香
林
に
問
う
。
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
来
意
。
林
云

く
。
坐

久
し
て
労
と
成
る
。

［
和
訳
］
諸
君
、よ
く
聞
き
な
さ
い
。
あ
る
僧
が
香
林
澄
遠
に
尋
ね
ま
し
た
。

「
達
摩
大
師
が
印
度
か
ら
や
っ
て
来
た
意
図
と
は
何
で
す
か
」
と
。
香
林

が
言
い
ま
し
た
。
「
長
く
坐
っ
て
い
た
の
で
疲
れ
ま
し
た
」
と
。

［
釈
意
］
祖
師
西
来
意
と
は
、
達
磨
大
師
が
求
め
た
禅
の
真
髄
と
は
何
か
、
仏

と
は
大
悟
と
は
如
何
な
る
境
地
に
立
つ
こ
と
な
の
か
と
い
っ
た
仏
教
の
本

質
的
な
意
味
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
祖
師
西
来
意
と
は
仏
教
の
真
髄
、

仏
性
を
問
う
こ
と
に
等
し
い
。
僧
に
対
す
る
香
林
に
は
気
負
い
と
い
う
も

の
が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
分
別
か
ら
離
れ
る
べ
き
と
諭
す
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の
で
あ
る
が
、
教
義
や
理
論
に
振
り
回
さ
れ
ず
、
坐
禅
に
逼
進
してい
た

か
ら
こ
そ
出
て
来
た
言
葉
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

人間文化

【
頒
｝頒

云
。
一
筒
雨
箇
千
寓
箇
。
脱
却
龍
頭
却
角
駄
。
左
轄
右
轄
随
後
来
。
紫

胡
要
打
劉
鎖
磨。

［
訓
読］
頒
に
云
く
。

一
箇
両
箇
千
万
箇
。
龍
頭
を
脱
却
し
角
駄
を
卸
す。
左

転
右
転

後
に
随
い
来
る
。
紫
胡
は
劉
鉄
磨
を
打
た
ん
こ
と
を
要
す
。

［
和
訳
］
雪
賓
顕
和
尚
が
頒
に
い
い
ま
し
た
。
一
個
二
個
千
万
個
。
轡
を
外
し

て
積
み
荷
を
下
ろ
し
ま
す
。
右
往
左
往
し
て
い
る
と
す
ぐ
後
ろ
ま
で
つ
い

て
き
ま
す
。
紫
胡
和
尚
が
劉
鉄
磨
を
打
っ
た
の
は
必
要
な
こ
と
だ
っ
た
の

で
す
。

［
釈意
］
無
数
の
事
物
は
縁
起
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
仏
の
現
れ

で
あ
る
。
そ
れ
に
気
づ
い
た
者
は
、
馬
の
ハ
ミ
の
よ
う
に
自
ら
を
縛
り
、

重
荷
の
よ
う
に
の
し
か
か
る
煩
悩
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
紫
胡
和
尚
の
も
と

へ
劉
鉄
磨
が
訪
れ
た
時
、
「
あ
な
た
は
劉
鉄
磨
か」
と
尋
ね
ら
れ
た
。
鉄

磨
は
「
い
や
い
や
」
と
は
ぐ
ら
か
す
と
、
紫
胡
は
「
左
転
右
転
」
と
言
っ
た
。

鉄
磨
が
「
和
尚
は
転
動
し
て
い
る
」
と
答
え
る
と
、
す
か
さ
ず
紫
胡
は
鉄

磨
を
平
手
打
ち
し
た
。
悟
り
の
本
質
と
は
自
身
の
内
に
あ
る
真
実
を
悟
り

表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
自
己
認
識
を
暖
昧
に
し
て
い
る
限
り
、
釈
尊
の

境
涯
へ
到
達
す
る
こ
と
は
な
い
。
紫
胡
の
一
打
は
鉄
磨
の
迷
い
を浮
き
彫

り
に
す
る
た
め
に
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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［
語黛
］
【香
林
】
香
林
澄
遠
（
九
O
八
1

九
八
七
）
は
雲
門
文
億
の
法
嗣
。
師
の
雲
門

か
ら
得
た
問
答
の
記
録
を
己
の
衣
に
書
き
留
め
て
い
た
紙
衣
侍
者
と
し
て
後
世
に
伝

え
ら
れ
る
。
｛
角
駄
】
振
り
分
け
の
荷
物
。
【
紫
胡
｝
紫
胡
利
際（生
没
年不
詳
）
。
南

泉
普
願
の
法
嗣
。
【劉
銭
磨
】
（
生
没
年
不詳
）
。鴻
山
霊
祐
門
下
の
尼
僧
。

第
十
八
則

園
師
塔
様

【
本
則
】

拳
。
粛
宗
皇
帝
。
間
忠
園
師
。
百
年
後
所
須
何
物。
園
師
云
。
興
老
僧
作

箇
無
縫
塔
。
帝
日
。
請
師
塔
様。
園
師
良
久
云
。
曾
陵
。

帝
云
。
不
曾
。

園
師
云
。
五
日
有付
法
弟
子
耽
源
。

却
詰
此
事
。
請
詔
間
之。
園
師
遷
化
後
。

帝
詔
耽
源
。

問
此
意
如
何
。
源
云
。
湘
之
南
濠
之
北
。
雪
費
著
語
云
。
濁

掌
不
浪
鳴
。
中
有
黄
金
。
充

一
園
。
雪
由
貿
著
語
云。

山
形
註
杖
子
。
無
影

樹
下
合
同
船。
雪
貿
著
語
云
。
海
嬰
河
清
。
瑠
璃
殿
上
無
知
識
。
雪
寅
著

語
云
。
拍
了
也
。

［
訓読
］
挙
す
。
粛
宗
皇
帝
。
忠
国
師
に
問
う
。
百
年
の
後須
む
る
所
何
物
ぞ
。

国
師
云
く
、
老
僧
の
与
に
箇
の
無
縫
塔
を
作
れ
。
帝
日く
、
請
う
師
塔
様
。

国
師
良
久
し
て
云
く
、
会
す
や
。
帝
云
く
、
不
会
。
国
師
云
く
、
吾
に
付

法
の
弟
子
耽
源
と
い
う
も
の
有
り
。
却
っ
て
此
の事
を
詰
ん
ず
。
請
う
詔

し
て

之
に
問
え
。
国
師
遷
化
の
後
。
帝
耽
源
に
詔
し
て
此
の
意
如
何
と
問



ぅ
。
源
云
く
、
湘
の
南
揮
の
北
。
雪
費
著
語
し
て
云
く
、
独
掌
浪
り
に
鳴

ら
ず
。
中
に
黄
金
有
り
。

一
国
に
充
つ
。
雪
費
著
語
し
て
云
く
、
山
形
の

控
杖
子
。
無
影
樹
下
の
合
同
船
。
雪
量
著
語
し
て
云
く
、
海
曇
河
清
。
瑠

璃
殿
上
に
知
識
無
し
。
雪
賓
著
語
し
て
云
く
、
拍
了
也
。

［和
訳
］
諸
君
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
粛
宗
皇
帝
（
代
宗
皇
帝
の
誤
り
か
）
が

南
陽
慧
忠
国
師
に
尋
ね
ま
し
た
。
あ
な
た
が
亡
く
な
っ
た
後
、
百
年
先
に

求
め
る
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。
国
師
は
禍
に
墓
を
作
っ
て
下
さ
い
、

そ
こ
で
帝
は
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
墓
で
す
か
。
国
師
は
し
ば
ら
く
黙
っ

て
か
ら
口
を
聞
い
て
、
わ
か
り
ま
し
た
か
と
言
い
ま
し
た
。
帝
が
私
に
は

分
か
り
ま
せ
ん
と
言
っ
た
の
で
、
国
師
は
禍
が
死
ん
だ
ら
、
禍
の
法
を
嗣

い
だ
弟
子
の
耽
源
が
お
り
、
こ
の
こ
と
に
詳
し
い
の
で
、
招
い
て
聞
い
て

や
っ
て
下
さ
い

と
。
国
師
が
亡
く
な
っ
た
後
、
帝
は
耽
源
を
召
し
出
し

て
聞
い
ま
し
た
。
す
る
と
耽
源
が
詩
を
も
っ
て
答
え
ま
し
た
。
湘
の
南
、

藤）

濠
の
北
、
と
。
雪
賓
が
解
釈
し
て
、
片
手
で
は
お
い
そ
れ
と
音
を
立
て
ず

雪質頒古百則の研究（ー）（佐

容
易
に
聞
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
は
黄
金
が
国
中
に
満
ち

て
い
ま
す
、
と
い
い
ま
し
た
。
雪
賓
は
再
び
解
釈
し
て
、
誰
に
も
仏
性
が

あ
り
、
こ
の
世
界
こ
そ
仏
の
世
界
と
い
い
ま
し
た
。
次
い
で
、
海
は
お
だ

や
か
で
河
は
静
か
で
天
下
泰
平
で
す
。
透
き
と
お
っ
た
仏
の
世
界
に
指
導

者
は
い
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
雪
賓
は
こ
れ
で
終
り
、
と
い
い
ま
し
た
。

［
釈
意
］
死
を
目
前
に
し
た
南
陽
に
、
皇
帝
は
、あ
え
て
死
ん
で
後
の
望
み
を

問
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
数
十
年
も
生
き

い
ま
死
の
う
と
し
て
あ
な
た

は
、
何
を
求
め
て
き
た
人
物
だ
っ
た
の
か

つ
ま
り
、
本
来
の
あ
な
た
は

誰
だ
っ
た
の
か
、
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
南
陽
は
、
自
分
の
墓
を
作
つ

て
く
れ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
墓
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
と
の
問

い
に
対
し
て
、
こ
の
世
界
全
部
が
無
縫
塔
「
仏
法
」で
あ
る
と
示
し
、
し

ば
ら
く
沈
黙
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
皇
帝
は
分
ら
な
か
っ
た
の
で
、
南

と

陽
は
侍
者
で
あ
る
耽
源
（
名
は
臆
員
）
に
聞
く
よ
う
に
言
っ
た
の
で
あ
る
。

耽
源
は
ど
こ
も
か
し
こ
も
仏
の
世
界
で
あ
る
こ
と
を
簡
潔
に
説
い
た
の
で

あ
る
。

【
頒
｝頒

云
。
無
縫
塔
。
見
還
難
。
澄
漕
不
許
蒼
龍
幡
。
層
落
落
。
影
圏
園
。
千

古
万
古
輿
人
看
。

［
訓
読
］
頒
に
云
く
。
無
縫
塔
。
見
る
こ
と
還
っ
て
難
し
。
澄
濠
許
さ
ず
蒼
龍

の
幡
る
こ
と
を
。
層
落
落
。
影
団
団
。
千
古
万
古
人
に
与
え
て
看
せ
し
む
。

［
和
訳
］
雪
聾
顕
和
尚
が
頒
に
い
い
ま
し
た
。
仏
の
世
界
を
見
て
い
て
も
な
か

な
か
見
え
な
い
も
の
で
す
。
水
の
澄
ん
だ
淵
に
龍
は
潜
む
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
無
縫
塔
は
果
て
し
な
く
高
く
、
そ
の
影
は
ど
こ
に
も
満
ち
て
い
ま

す
。
仏
は
古
よ
り
誰
に
で
も
こ
の
仏
の
世
界
を
見
せ
て
来
た
の
で
す
。

［
釈
意
］
こ
の
世
界
が
そ
の
ま
ま
仏
の
世
界
と
会
得
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
差

別
も
分
別
も
な
い
平
等
の
世
界
を
、
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は
る
か
昔
よ
り
誰
も
が
見
て
来
た
に



第四号

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
仏
の
世
界
と
思
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

人間文化

［
語
集
］【粛
宗
皇
帝
】
唐
第
七
代
の
皇
帝
。
在
位
（
七
五
六1
七
六
二
）
玄
宗
の
第三
子
。

安
史
の
乱
に
際
し

て
、
ク
ー
デ
タ
ー

を
起
こ
し
玄
宗
を
退
位
に
追
い
込
み
、
霊
武
で

即
位
す
る
。
【忠
国
師
】
南
陽
慧
忠
。
（
つ1
七
七
五
）
越
州
諸
賢
の
人
。
六
祖
慧
能

の
高
弟
で
、
神
会
と
と
も
に
北
方
に
禅
を
広
げ
る
の
に
功
績
が
あ
っ
た
。

【百
年
後
】

死
後
の
こ
と
を
言
う
。
【
無
縫
塔
｝
卵
型
で
縫
稜
が
無
く
、
一
塊
の
石
で
造
つ
で
あ
る
塔
。

【耽
源
】耽
源
応
真
。
唐
代
の
人
。
慧
忠
の
侍
者
を
つ
と
め
、法
を
嗣
ぐ
。
後
、
吉州
（
江

西
省
）
の
耽
源
山
に
住
す
。

【
湘
之
南
、
湾
之
北】
ど
こ
も
か
し
こ
も
、
の
意
味
。
湘

は
湖
南
を
北
上
す
る
大
河
。
澄
は
湾
州
、
現
在
の
長
沙
。
こ
の
付
近
に
は
雲夢
と
言

う
古
代
の
伝
説
の
大
沼
沢
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
【
山
形
技
杖
子
】
頭
が
山
の
形

を
し
た
控
杖
。
禅
家
で
用
い
ら
れ
る
山
か
ら
切
り
出
し
た
ま
ま
の
註
杖
を
指
す
。

第
十
九
則

倶
肱
一
指

【
本
則
】

撃
。
倶
肱
和
尚
。
凡
有
所
問
。
只
竪
一
指
。

［訓
読
］
挙
す
。
倶
肱
和
尚
。
凡
そ
所
問
有
れ
ば。
只
だ
一
指
を
竪
つ
。

［和
訳
］
諸
君
よ
く
聴
き
な
さ
い
。
倶
抵
和
尚
は
誰
に
何
を
問
わ
れ
で
も
、

だ
指
一
本
を
立
て
ま
し
た
。

［
釈
意
］
倶肱
が
ま
だ
人
知
れ
ず
小
庵
に
住
ん
で
い
た
日
の
こ
と
、
実
際
と
い

う
名
の
尼
僧
が
、
庵
に
着
く
な
り
笠
も
取
ら
ず
錫
杖
を
持
っ
た
ま
ま
、
坐

禅
し
て
い
る
倶
抵
の
周
り
を
三
周
し
、
「
貴
方
が
一
言
で
禅
を
示
し
た
ら

笠
を
取
り
ま
す
」
と
言
い
ま
し

た
。
倶
抵
は
何
と
も
答
え
ら
れ
な
い
で
い

る
と
、
尼
僧
は
庵
か
ら
出
て
行
こ
う
と
し
た
の
で
、
倶
抵
が
「
日
も
暮
れ
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ょ
う
と
し

て
い
る
。
ま
あ
泊
ま
っ
て
い
き
な
さ
い

」

と
声
を
掛
け
る
と
、

尼
僧
は
「
何
と
か
答
え
が
出
れ
ば
泊
ま
り
ま
す
」
と
の
返
答
が
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
倶
肱
は
何
も
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
尼
僧
は
出
て
行
っ
て
し

ま
い
、
倶
低
は
「
納
は
男
の
な
り
を
し
て
は
い
る
が
、男
の
気
概
が
な
い
」

と
嘆
い
た
。
そ
こ
で
発
奮
し
て

」
の
重
大
事
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

庵
を
た
た
み
各
地
の
高
僧
か
ら
教
え
を
受
け
よ
う
と
旅
支
度
を
し
修
行
の

旅
に
出
よ
う
と
し
た
。
そ
の
夜
、山
神
が
「
こ
こ
を
離
れ
る
こ
と
は
な

い
。

明
日

、

生
き
菩
薩
が
来
て
和
尚
の
た
め
に
説
法
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
L

と
告
げ
た
。
翌
日
、
天
竜
和
尚
が
や
っ
て
来
た
。
倶
抵
は
前
の
出
来
事
を

あ
り
の
ま
ま
に
話
し
た
。
す
る
と
天
竜
は
指
を
一
本
立
て
て
見
せ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
を
見
た
と
た
ん
大
悟
し
た
の
で
あ
る
。
倶
肱
が全
身
を
傾
注

し
て
取
り
組
ん
で
い
た
か
ら
こ
そ
自
我
が
破
れた
の
で
あ
る
。
以
後
、
問

い
に
対
し
て
い
つ
も
一
指
で
答
え
た
の
で
あ
る
。
天
竜
和
尚
は
指
を
一
本

た

た
て
た
。
二
本
立
て
れ
ば
分
別
で
あ
る
。
一
本
は
全
て
が
一
に
集
約
す
る

仏
の
世
界
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
天
竜
一
指
頭
の
禅
」
と
呼
ん
で
い
る
。
釈

迦
の
拍
華
微
笑
と
同
意
で
あ
る
。

【
頒
】頒

云
。
封
揚
深
愛
老
倶
服
。
宇
宙
空
来
更
有
誰
。
曾
向
槍
漠
下
浮
木
。
夜

濡
相
共
接
盲
亀
。



［
訓
読
］
頒
に
云
く
。
対
揚
深
く
愛
す
老
倶
低
。
宇
宙
空
じ
来
る
に
更
に
誰
か

有
る
。
曾
て
槍
漢
に
向
か
っ
て
浮
木
を
下
す
。
夜
議
相
共
に
盲
亀
を
接
す
。

［
和
訳
］
雪
費
顕
和
尚
が
頒
に
い
い
ま
し
た
。
倶
抵
和
尚
の
人
を
導
く
方
法
は

た
い
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
世
界
を
ど
う
見
回
し
て
も
彼
よ
り
優
れ
た
人

は
い
な
い
の
で
す
。
そ
ん
な
彼
で
も
昔
は
顛
難
辛
苦
を
し
て
き
ま
し
た
。

か
つ
て
そ
ん
な
倶
臨
も
面
白
丸
つ
ぶ
れ
の
時
が
あ
っ
た
の
で
す
。
救
わ
れ

た
の
は
天
竜
和
尚
に
「
天
竜
一
指
頭
の
禅
」
を
学
ん
だ
か
ら
で
す
。

［
釈
意
］
雪
賓
は
、
倶
肱
の
対
応
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
、
誰
が
こ
の
よ
う
な

境
地
に
い
る
で
あ
ろ
う
か
、
倶
肱
一
人
だ
け
だ
と
褒
め
た
た
え
て
い
る
の

で
あ
る
。
釈
尊
は
生
ま
れ
る
と
す
ぐ
七
歩
あ
ゆ
み

一
指
は
天
を

指

は
地
を
指
し
て
「
天
上
天
下
、
唯
我
独
尊
」
（
天
に
も
地
に
も
、

>2
-
AJ

宇
’
や
J

、
ォ

れ
一
人
尊
し
）
と
宣
言
し
て
、
一
指
の
尊
さ
を
し
め
し
た
の
で
あ
る
。

藤）

［
語
注
］
【
倶
肱
】
婆
州
金
華
の
人
。
生
没
年
不
詳
。
天
竜
の
法
嗣
。
常
に
倶
砥
（
仏
母

准
豚
陀
羅
尼
）
観
音
を
請
し
て
い
た
の
で
倶
低
と
称
さ
れ
た
。
【
天
竜
】
大
梅
法
常
の

法
嗣
。
大
梅
は
馬
祖
下
で
あ
る
。
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